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慈悲あまね ぐ適愛梁きアツヲ ーの御名において 

はじめに® 

全ての讃美はアツラーにこそ属します。私たちはアツラ 
' 一を讚美し、かれにこそご援助を求め、お赦しを請い、私 


0 訳者注：1.本書の翻訳にかけては幅広い読者層を想定し、基本 
的な宗教用語や意味が不明瞭に受け取られがちな箇所に関して可 
能な限り注釈を施した。 2. また原本では編集者が引用した原典ハ 
ディース（預言者の言行録）の出典箇所が提示されているが、こ 
の邦訳に関してはクルアーン以外の出典箇所は省略した。ハディ 
ースの出典先を御存知になりたい方は、本書の原本や英語版など 
を番号を照らし合わせて参照して頂きたい。3.アラビア語のズィ 
クル • ドアーの本文にはカナ表記を付記したが、そもそもアラビ 
ア語には日本語に存在しない子音が数多く存在し、忠実な音訳は 
不可能である。例えば「ア」はアラビア語の n 」 「と」 の2音を兼 
ねて表すようにしたし、「ハ」に関しては 「こ」 「と」「。」の3音を兼 
ねている。ゆえにカナ表記は飽くまで発音の大まかな目安とし、 
可能な限り原語であるアラビア語に親しんで頂くことを願う。 4. 
アラビア語では基本的に、文の最後や区切り目にある母音は発音 
しない。例を挙げれば：「バーラカッラーフラ左、ワ • • •」と 
いう文を途中で切る場合、「バーラカッラーフラ之。ワ • • •」 
となる。また同様に 「サーイ^:、 イン ニー」 という場合も「サ 
ーィと 。イン ニー」 となる。この辺の法則は少々複雑なので、可 
能な限りカナ表記の句読点に忠実に読んで頂きたい。尚クルアー 
ンの音訳においては「*」マークが休止点を表している。その他 
「ラ之。（アラビア語の「。」）」の休止発音なども独特の音なので、 
出来ればネイティヴの方に発音してもらうなどして確認して頂き 
たい 0 
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たち自身の悪と悪行からのご加護を求めます。アツラーが 
お導きになられる者は決して迷うことなく、またアツラー 
が迷わせる者は決して導かれることはありません。私は、 
唯一の並ぶもの無きお方アツラー以外に神は無く、ムハン 
マド（アツラーよ、彼と彼の一族、教友たち、審判の日ま 
で彼らによく従った者たちに祝福と平安を与えたまえ）が 
アツ ラーの しもベであり使徒であることを証言します。 

さて本書は拙著『クルアーンとスンナに則ったズイクル 
とドアーとまじないによる治療』①のズイク ルの 部を、旅行 
中にも携帯しやすいように要約したものです。またズイク 
ルの 本文も短縮し、 その 出典においても1、2冊の文献を挙 
げるだけに留めました。ですから伝承した教友や出典の詳 
細を知りたい方は、自分で原典を調べる必要があります。 

私はその美名及び崇高な属性において、本書編纂が高貴 
なるアツラーのために捧げられたものとなり、私の人生と 
死後において私の役に立ち、読者や出版者たちや本書普及 


;1) 訳者注：「ズイクル」とは一般にアツラーの唱念、「ドアー」と 
はアツラーに対する祈願を示す。 
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に携わった方々の役に立つことを、至高のアツラーに求め 
ます。本当に唯一無二のアツラーこそがこの件の援助者で 
あられ、その実現を可能にしたお方であられます。アツラ 
一よ、私たちの預言者ムハンマドと彼の一族、教友たち、 
審判の日まで彼らによく従った者たちに祝福と平安を与え 
たまえ。 


筆者 

ヒジュラ暦1409年サフアル月 


13 



ズィクルの徳 

至高の アツラーは 仰せられた。 

「だからわれを念じよ。そうすればわれもあなたがたを御 
心に留めおくであろう。われに感謝し、恩を忘れてはなら 
ない。」【雌牛章：152】 


「あなたがた信者よ、 アツ ラーをよく唱念（ズイクル）せ 
よ。」【部族連合章： 41】 


jsi, ^ prjsiiiij I ^ 

< し j 峰 1 j s 

「アツラーを多く唱念する男と女、これらの者のためにア 
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ッラーは彼らの罪を赦し、偉大な報奨をご準備なされ 


た。」 【部族連合章： 35】 


bAs 一 jsjij 


4 bJayU! 'cU vJ y^L A°^\ 6 - 

「またあなたは朝夕に魂を込めて謙虚に、恐れ謹んで、声 
をひそめながらあなたの主を唱念せよ。（主の恩恵を）おろ 
そかにする輩の仲間となってはならない。」【高壁章：205】 


預言者(彼にアッラーからの祝福と平安あれ)①は言った。 
「主を念じる者と念じない者との差は、あたかも生者と死 
人の差のようである。」 


①訳者注：預言者ムハンマドの名が言及された時に彼に祝福と平 
安を祈願するのは、219頁の「預言者（彼に アツラーからの 祝福と 
平安あれ）のために祈願することの徳」章で触れられている通り、 
徳の 多い行いである。 アラビア 語では 「サツラツラーフアライ 
ヒワ サツラム」 と言い、これが最も一般な預言者（彼に アツ 
ラーからの 祝福と平安あれ） への 祈願の仕方である。 
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また預言者(彼にァッラーからの祝福と平安あれ）は言った。 

「支配者のもとで最も優れかつ清らかで、最もあなた方の 
位階を上げ、金貨や紙幣を施すことよりも更に優れ、敵と 
遭遇してあなた方が彼らの首を討ち、彼らがあなた方の首 
を討つこと以上に優れた行為を教えようか？」教友たちは 
「ぜひとも。」と答えた。すると預言者は言った。「至高の 
アッラーを念じることである。」そしてこう言った。「至高 
のアッラーはこう仰せられている：『われはしもべがわれを 
思うその思いの中にあり、彼らがわれを念じれば彼ととも 
にある。もし彼がわれを彼自身の中で念じれば、われも自 
分自身の中で彼を念じる。もし彼がグループでわれを念じ 
るのであれば、われは彼らよりよい:—団（天使たち）にお 
いて彼を念じる。もし彼がわれに手のひら分だけ近付けば 
われは片腕分だけ近付くだろう。そしてもしわれに片腕分 
だけ近付けば、われは両腕分だけ近付くだろう。もし彼が 
われへと歩いてきたらわれは彼へと走っていくだろう。』」 
アブドウッラービンブスル（彼にアッラーのご満悦 
あれ）はこう伝えている。 
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「ある男が言った。『アツ ラーの 御使いよ、イス ラームの 制 
約は私にとっては多すぎます。ですから私が遵守できる範 
囲のことを教えて下さい。』すると預言者は言った。『あな 
たの舌をアツ ラーの 唱念でもって乾かさないようにしなさ 

ぃ。』」 

預言者(彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
「クルアーンを読んだ者は、 一つの 善行を行ったとされる。 
そして，つの善行にはその10倍の報奨がある。『アリフ 
ラームミーム』は一文字ではなく、アリフで一文字、ラ 
ームで一文字、ミームで y 文字なのである。」 

ウタ パビンアーミル （彼に アツラーの ご満悦あれ） 
は言った。 

「私たちが軒下にいると、アツラーの御使い（彼にアツラ 
一からの祝福と平安あれ）が出てきて言った。『毎朝ブトゥ 
ハーンやアル=アキーク①に出かけていって、そこから罪を 
犯すでもなく親類関係を切るでもなしに、大きなコブの2 
頭の雌駱駝を得て戻って来たい者は V ヽるか？』そこで私た 


ff 当時の市場の名称。 
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ちはこう言った。『アツラーの使徒よ、私たちはそれを望み 
ます。』すると預言者は言った。『あなた方のある者は朝モ 
スタへ 行き、 学ぶのでは ない のか？ またはク ルアー ンの 2 
節を読む のでは ない のか？ それらの方がその者にとって、2 
頭の雌駱駝よりも優れた物なのだ。3節は3頭より優れ、4 
節は4頭より優れ、節と同数の駱駝より優れてい る。』」 

また預言者(彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 

「アツラーが唱念されなかった場所に座った者は自分自身 
に損なことをしている、 アツ ラーが唱念されなかった場所 
に横たわった者も損失を招いている。」 

また預言者（彼に アツ ラーからの祝福と平安あれ）はこうも 
言った。 

「アツラーを念唱しない所に座り、預言者への祈願をしな 
かった者たちは、損失を招いている。もしアツラーがお望 
みになれば彼らを罰し、あるいは彼らをお赦しになられる 
のである。」 

また預言者(彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 

「アツラーを念唱せずに集まりの場から立ち上がる者たち 
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は、 ロバの 屍（つまり無益なこと）から立ち上がることと 
同じである。それはのちに彼らにとって悲嘆の種となる。」 
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1 . 目覚めのズィクル 

i\ a^\j u iu ugk! 4-ii ^ ))-：i 



アルハムドウリッラーヒッラズイーアハヤーナー 
バアダマーアマータナーワイライヒンヌシュール。 

「私たちを死なせた後に生き返らせ、また死後、かれの御 
許に私たちを復活させられるお方アッラーに称えあれ。」 

^ SI U A 斗メ V ijkj iil V) U )) -2 
‘〜』 I ^ fc-A ^ jij Uj 

Jja Vj 4vj ajj Uj aa \ ,\ij 

((^ Lj _ W V) S s i vJ 

ラーイラーハイッラッラーフワハダフラーシャ 
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リーカラフ。ラフルムルクワラフルハムドウ、ワフ 
ワアラークツリシャイインカディール。スブハー 
ナツラー。ワルハムドウリツラー。ワ ラーイラーハイ 
ツラツラー。ワツラーフアクバル。ワラーハウラワ 
ラークウワタイツラービツラーヒルアリーイルアズ 
ィーム。ラツビグフィルリー。 

「唯一で並ぶもの無きお方アツラー以外に神®はありませ 
ん。主権と讃美はかれのもので、かれは全能です。アツラ 
一に称えあれ。全ての讃美はアツラーにあります。アツラ 
一以外に神は無く、アツラーは偉大で、至高至大のアツラ 
一の他にいかなる威力も強大なるものもありません。主よ 
私をお赦し下さい。」 

jjj j 』 a-u : m ))-3 


①訳者注：原文の「イラーハ」は一般に、崇め祀られ崇拝される 
もの全てを指す。しかし本書では便宜上一貫して「神」と訳した。 
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アル ハム ドウリッ ラー ヒッラズ イーアーファーニーフ 
ィージャサディー。ワラッダァライヤルーヒー。 

ワアズィナリービズィクリヒ。 

「私の体を守り、私の魂を私に戻し、そしてかれの唱念を 
させてくださるァッラーに称えあれ。」 

b! H 

— bjA 沖 

土 i べ ^ kku. cjin u a 3 iLA\ 

¢>1 JA2 jUil M 14J * jUil Uift USa 

IjJLm UxaIuj 1111 Luj * jUboj) ^u^likU Uaj 
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uj ilali 知 ijlal 

lij ^ jljjSfl ^ Usjjj UjI^uu Up jiSj Uj^jJ 
^Jj Uj^j Vj ^liuuj j Ud 

v J\ 来」士^ Liikj V 

Q^i C^A 彳 ''Jti’J ^Jll\ j) jSi (^JA ^1a J-ali- Jlob 
^ c> °'j^>'j °'j^^ OJiJli 

。ザら f4^ bj^v i C5^- 

lA 1)1^1 C> iSj^ p ら °^jl^^lj 

LAsH tijjij V ^ ujljil) と )!^ d^jp 4iJ)j Ail) Ajp 
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^ 1^1 ^ ^ O^J 

Aiii ； ij& °(> v jj ^ ji^i i^j 6 - 
6^ cjlaSil JaI °(> ^jj * 4 > Uj 

^ b^ 1 し j»^) Jjj' し j ㈣ Jjj' ^»j 

j^i ^_jjl !5Li ii^ aIh pij'W djJ^i ^ 

Iji-I ^ ^ b ! °^J ^ 

^jkJij iiki ^lil ijAjtj IjIsjIjj tjjjUflj Ijj^flt 



インナフイーハルキツサマーワーテイワルアルディ 
ワフテイラーフイツライリワンナハーリラアーヤー 
テイツリウリルアルバーブ * アツラズイーナヤズ 
クルーナツラーハキヤーマンワクウーダンワア 
ラージュヌービヒムワヤタファツカルーナフイー 
ハルキツサマーワーテイ ワルアルディ ラツバナーマ 
ーハラクタハーザーバーテイランスブハーナカ 
ファキナーアザーパンナール * ラツバナーインナ 
カマントウドウヒリンナーラファカドアハザイタ 
フワマーリツザーリミーナミンアンサール * 
ラツバナーインナナーサミァナームナーデイヤン 
ユナーデイーリルイーマーニアンアーミヌービラ 
ツビクムファアーマンナーラツバナーファグフイ 
ルラナーズヌーバナーワカツフイルアンナー 
サイイアーテイナーワタワツファナーマアルアブラ 
ーノレ * ラツノくナー ワ アーテイナー マー ワアツ 
タナーアラールスリカワラートウフズイナー 
ヤウマルキヤーマテイインナカラートウフリフルミ 
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ーアードウ * ファスタジャーバラフムラップフム 
アンニーラーウディーウアマラアーミリンミン 
クムミンザカリンアウウンサーバァドウクム 
ミンバァデインファッラズイーナハージャルーワ 
ウフリジューミンデイヤーリヒムワウーズーフ 
イーサビーリーワカータルーワクテイルーラ 
ウカッフイランナアンフムサイイアーティヒムワ 
ラウドウヒランナフムジャンナーテインタジュリー 
ミンタハティハルアンハールサワーバンミンイン 
デイッラーヒワッラーフインダフフスヌッサワーブ 
* ラーヤグッランナカタカッルブッラズイーナカ 
ファルーフイルビラードウ * マターウンカリール 
ンスンママアワーフムジャハンナムワビイサル 
ミハードウ * ラーキニッラズイーナッタカウラッパ 
フムラフムジャンナートゥンタジュリーミンタ 
ハテイハルアンハールハーリディーナフイーハーヌ 
ズランミンインデイッラーヒワマーインダッラ 
ーヒハイルッリルアブラール * ワインナミン 
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ア ハリルキタービラマンユウミヌ ビツラーヒ ワ 
マー ウンズイライライクムワ マー ウンズイラ 
イライヒム ハーシ イーナリツラーヒラーヤシユタ 
ルーナビ アー ヤーテイツラーヒサマナンカリーラ 
ン ウラーイカラフムアジユルフムインダラツビ 
ヒムインナツラー ハ サリーウルヒサーブ * ヤー 
アイ ユハ ツラズ イー ナ アーマ ヌスビル ー ワサービル 
ーワラービトゥーワツタクツラー ハ ラアツラクム 
トウフリフー ン。 

「本当に天と地の創造、また夜と昼の交替の中には、思慮 
ある者への印がある。（彼らは）立ち、または座り、または 
横たわって（不断に）アツラーを唱念する者たち。そして 
天と地の創造に就いて考える者たち。彼らは言う。『主よ、 
あなたはいたずらにこれらを御創りになったのではないの 
です。あなたの栄光を讚えます。業火の懲罰から私たちを 
救って下さい。主よ、本当にあなたは業火に投げ込まれた 
者を、必ず屈辱で覆われます。不義の者には援助者はない 
のです。主よ、本当に私たちは《あなたがたの主を信仰し 
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なさい。》と信仰に呼ぶ者の呼び声を聞いて、信仰に入りま 
した。主よ、私たちの罪を赦し、私たちの罪業を抹消し、 
信仰の達成者たちと一緒にあなたの御許にお召し下さい。 
主よ、あなたの使徒たちによって私たちに約束されたもの 
を授け、また審判の日には屈辱からお救い下さい。本当に 
あなたは、決して約束を反故になさいません。』主は彼ら（の 
祈り）を聞き入れられ、仰せられた。『本当にわれは、あな 
たがたの成した行いを徒労にすることはないであろう。男 
であろうと女であろうと、あなたがたは互いに同士である。 
それで移住した者、故郷から追放された者、わが道のため 
に迫害され、また奮戦して殺害された者は、われが彼らの 
全ての罪業を抹消して、川が下を流れる楽園に入らせよ 
う。』これは アツラーの 御許からの報奨である。 アツラーの 
御許にこそ、最も優れた報奨がある。あなたは、不信者が 
地上でのさばりはびこっていることに惑わされてはならな 
い。これは片時の歓楽であるが、やがて地獄が彼らの住ま 
いとなろう。それは何と悪い臥床であろうか。だが主を畏 
れる者には、川が下を流れる楽園があり、彼らは永遠にそ 
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の中に住むであろう。これはアッラーの御許からの歓待で 
ある。アッラーの御許にあるものこそは、敬虔な者にとつ 
て最良のものである。しかし啓典の民の中にもアッラーを 
信仰し、あなたがたに下されたものと彼らに下されたもの 
を信じてアッラーに謙虚に仕え、僅かな代価で啓示を売つ 
たりしない者がいる。これらの者には、アッラーの御許で 
報奨があろう。本当にアッラーは清算に迅速であられる。 
あなたがた信仰する者よ、耐え忍ぶのだ。忍耐に極めて強 
く、互いに堅固であれ。そしてアッラーを畏れよ。そうす 
ればあなたがたは成功するであろう。」【イムラーン家章： 
190〜200】 

2. 着衣時のドアー 

‘(4^1) ^SL-u.S 4-U :,11)) -5 
(( 9 ゞ J — 一 > レ 

アルハムドウリッラーヒッラ ズ イーカサ ーニーハー 
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ザ（ツサウパ）ワラザカニーヒミンガイリハウ 
リンミンニーワラークウワ。 

「無力な私にこの服を着させ、恵み与えて下さったアツラ 
一に 讃え あれ。」 


3. 新しい服を着た時のドアー 

aiu : m )) -6 

a a jut ふ J o^l 9 cAj 1-4 


“ AJ し 

アツラーフンマラカルハムドウアンタカサウタニー 
ヒアスアルカミンハイリヒワハイリマース 
ニアラフ。ワアウーズピカミンシャツリヒワ 
シャツリマスニアラフ。 

「アツラーよ、全ての讃美はあなたにこそあれ。あなたこ 
そが私にそれをお着せ下さいました。そこにある良きもの 
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と、それによって得られる良きものを与えて下さいますよ 
うに。そしてあなたにそこにある悪しきものと、それによ 
つて得られる悪しきものからのご加護を求めます。®」 


4. 新しい服を着た人へのドアー 

(()) -7 

トウブリーワユフリフッラーフタアーラー。 

「（その服が）着古され、その後更に至高のアッラーが新し 
い物を与えて下さいますよう。 12 」 

(( ユ J a 叫并 )) -8 

イルビスジャディーダン、ワイシュハミーダン、ワ 
ムトウシヤヒーダー。 


① 訳者注：つまりその衣服をアツラーへの服従や崇拝行為に用い 
れば、それによって報奨が得られるが、その衣服をアツラーへの 
反逆行為や不服従に用いれば、それによって罪が得られることに 
なる。 

② 訳者注：つまりその衣服が着古され、その後別の新しい衣服を 
得る時が来るまで長生きしますように、という意味。 
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「新しい物を着なさい。誉れ高く生きなさい。殉教者®とし 
て死になさい。」 


5. 服を脱ぐ前の言葉 

(( ^ )) -9 

ビスミツラー。 

「アツラーの 御名に おいて。」 

6. トイレに入る時のドアー 

J1 ^ ^ jjc! ㈣ —))-10 

(( 

ビスミツラー。アツラーフンマインニーアウーズビ 
カミナルフブスイワルハパー^ r ス。 

①校閲者注：イスラームを守るための不信仰者との戦いにおいて 
の死のみならず、生命■財産•家族を守るための死、ある状況下 
における病や出産による死等も含む。 
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「アッラーの御名において。アッラーよ、私は男女の悪魔 
からあなたにご加護を求めます。」 


7. トイレから出た時のドアー 

((孤月)-11 

グフラー ナカ。 

「あなたにお赦しを求めます。」 


8. ウドウーの前のズィクル 

((—))-12 

ビスミツラー。 

「アツ ラーの 御名において。」 

9. ウドウーが終わった後のズィクル 

為> ゞ； Jkj ii ! VI V ^ ))-13 
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(( Ajjlujj い V、4 ^Ultj 

アシュハドウアッラーイラーハイッラッラーフワ 
ハダフラーシャリーカラフ。 ワアシュハドウ 
アンナムハンマダンアブドウフワラス ーノ レフ。 

「アッラー以外に神はなく、彼に並ぶ者はいないことを証 
言します。またムハンマドは彼のしもべであり、使徒であ 
ることを証言します」 

k 414り c> ㈤㈣ ）-14 

(( 心 メ _ ^~ ムぶ 

アッラーフンマジュアルニーミナッタウワービーナワ 
ジュアルニーミナルムタタッヒリーン。 

「ァッラーよ、私をよく悔悟する者に、そしてよく沐浴す 
る者として下さい。」 

VI V °d ^ ^ - ))-15 
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スブハーナカツラーフンマワビハムデイク。アシュ 
ハドアツラーイラーハイツラーアントウ。アスタ 
ダフイルカワアトウーブイライク。 

「ァッラーよ、あなたに賞賛と讃美あれ。私はあなた以外 
に神はないと証言し、あなたに許しを請い、あなたに悔悟 
します。」 


10. 家を出る時のズィクル 

Vj よ —))-16 

(( VI s^i vJ 

ビスミツラー。タワツカルトウアラツラー。ワラー 
ハウラワラークウワタイツラービツラー。 

「アツラーの御名において。私はアツラーにこの身を委ね 
ます。至高至大のアツラーの他にいかなる威力も強大なる 
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ものもありません。」 


°J jl(H j jjcl ))-17 

ji ji ；^d ji ；^\ ji ,jj j\ ,j j 

((> 

アツ ラー フンマイン ニー アウ ーズビカ アンアデ 
ィツ ラ、 アウウダツ ラ、 アウアズィツ ラ、 アウウザ 
ツラ、アウアズ リマ、 アウウズ ラマ、 アウアジ ュハ 
ラ、アウユジュ ハラ アライヤ。 

「アツラーよ、私は自分が迷い迷わされることから、また 
過ちを犯し犯されることから、また不正を働き働かれるこ 
とから、また無知に陥り無知に陥らされることから、あな 
たにご加護を求めます。」 

11. 家に入る時のズイクル 
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cl 4, , ,U| A—ll\ ^ - 18 


(( '― *4j J^3 


ビスミツラーヒワラジュナー。ワビスミツラーヒハ 
ラジュナー。ワアラーラッビナータワッカルナー。 
「アッラーよ、アッラーの御名において私たちは入り、ア 
ッラーの御名において私たちは出ました。そして我らが主 
に全てをお任せしました。」こう言って、それから家族に挨 
拶をする。 


12. モスクへ 行く 時の ドア ー 




(>J 




^ ‘; (>J ‘し (>J 

fJa&J “jjj 

e-4 J^lj ハ tr^> ヂ ‘ し > ‘ し > 


4 ' jj-j ^ (Aj 4 'jjj 1 (Jj ‘ lj > Lf^ 


f^4^' )) (( 'jj—j JJ^i ulj ハ (i J*^ 1 (^h 


))(( ij^ ^ 'j^j •••(iJJ 2 ^ 'j^ iJ J*^' 


S^J )) (( (J^jjiJ^jj ‘し iJ^jj 


((jjj ls ^ iJ 


アツラーフンマジ ュ アルフイーカルビーヌーラン、 
ワフイーリサ ーニ ーヌーラン、ワフイーサムイ 
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ーヌーラン 、ワ フィーパサリーヌーラン 、ワ ミ 
ンフ アウ キー ヌーラン 、ワ ミンタハティーヌー 
ラン、ワアンヤ ミーニー ヌーラン、ワアンシマ 
ーリーヌーラン 、ワ ミンアマー ミー ヌーラン 、ワ 
ミンハルフィーヌーラン、ワジュアルフィー ナフ 
スィーヌーラン、ワアアズィムリーヌーラン 、ワ 
アツズィムリーヌーラン、ワジュアルリーヌーラ 
ン、ワジュアル ニー ヌーラ ー。 アツラーフンマアアテ 
ィ ニー ヌーラン、ワジュアルフィーアサビーヌー 
ラン、ワフィーラハミーヌーラン、ワフィーダ 
ミー ヌーラン 、ワ フィーシヤアリーヌーラン、ワ 
フィーパシヤリーヌーラ ー。 

アツ ラー フンマジ ュ アル リーヌーラ ンフィ ー カ 
ブリー.••ワヌーラ ンフィ ーイザーミー。 

ワズィドウニーヌーラン、ワズィドウニーヌー 
ラン、ワズィドニーヌーラ ー。 

ワハブリーヌーランアラーヌー ル。 

「アッラーよ、私の心に光を、私の舌に光を、私の聴覚に 
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光を、私の視覚に光を、私の上から光を、私の下から光を、 
私の右に光を、私の左に光を、私の前から光を、私の後ろ 
から光を、私の魂に光をお与え下さい。そして私のために 
光を強くして下さい。光を強くして下さい。私のために光 
をお与え下さい。私を光にして下さい。私に光をお与え下 
さい。私の神経に光を、肉に光を、血に光を、髪に光を、 
皮膚に光をお与え下さい。」 

「アッラーよ、私のために私の墓に光を. • •私の骨に 
光をお与え下さい。」 

「そして光をお増やし下さい。そして光をお増やし下さ 
い。そして光をお増やし下さい。」 

「そして光の上に光をお与え下さい。」 

13. モスクに入る時のドアー 

へ '1 ■ 叫 ^')) _20 

, \\\ \\ AjUoIuUJ 
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パ め‘ぶル J > s^lj 

(( 

アウーズビツラーヒルアズイーミ、ワビワジュヒヒル 
カリーミ、ワスルターニヒルカデイーミ、ミナツシヤイ 
ターニツ ラジ ーム。ビスミツラーヒ、ワツ サラ ー トウ ワ 
ツサラームアラーラスーリツラー。アツラーフンマフ 
タフリーアブワーパラハマテイク。 

「私は偉大なるアツラーに、寛大なる御顔に、そして原初 
よりの彼の権威において、呪われるべきシャイターンから 
のご加護を与えて下さるよう求めます。アツラーの御名に 
おいて、そしてアツラーの使徒に祝福と平安あれ。アツラ 
一よ、あなたの慈悲の扉を私にお開き下さい。」 


14. モスクから出る時のドアー 
^ s^)j A-Jll )) -21 
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ゆレ aiU Ji ゆ c4_jh 
(( 斧） 

ビスミツラー ヒ ワツサラー トウ ワツサラームアラー 
ラスーリツラー。アツラーフンマ イン ニーアスア ルカ 
ミンフアドウリク。アツラーフンマアスイムニー ミナ 
ツシ ヤイ ターニツランーム〇 

「アツラーの御名において、アツラーの使徒に祝福と平安 
がありますように。アツラーよ、私にあなたの恩恵をお与 
え下さい。アツラーよ、私を呪われるべき悪魔からお守り 
下さい。」 

15. アザーン 33 を聞いた時のズィクル 


①訳者注：礼拝を呼びかける一連の文句のこと。 「アッラーフア 
クバル （2 回）、アツラーフアクバル （2 回）、アシュハドウア 
ッラーイラーハイッラッラー （2 回）、 アシュハドウアン 
ナム ハンマダッラスールツラー （2 回）、 ハイヤーアラッサラ 
一 （2 回）、ハイヤーアラルフアラーハ （2 回）、アツラーフア 
クバル （2 回）、 ラーイラーハイッラッラー。」 
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22 —ムアッズイン（アザーンを呼びかける者）が言う通り 


に、後を次いで繰り返して言う。ただし、 

「ハイヤアラッサラー。ハイヤアラルフアラーハ 
(「いざ礼拝に来たれ」と「いざ成功に来たれ」）」の部分だ 
け、 

(( VI s'ja Vj V )) 

ラーハウラワラークウワタイッラービッラー。 

「至高至大のアッラーの他にいかなる威力も強大なるもの 
もありません。」と言う。 

v ^ J Vj V b» u ' j)) -23 

cl—j ) dixua i o*uuj q d j (,kl 
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((^ ‘ゞ 

ワアナアシュハドウアツラーイラーハイツラツ 
ラーフワハダフラーシャリーカラフ、 ワアン 
ナムハンマダンアブドウフワラスールフ、ラディ 
ートウビツラーヒラツバン、ワビムハンマディツラ 
スーラン、ワビルイスラーミディーナー。 

「『そして私は、並ぶ者無き唯一のアツラー以外に神は無く、 
ムハンマドは彼のしもべであり使徒であると証言します。 
私はアツラーが主であり、ムハンマドが使徒であり、そし 
てイスラームが宗教であることに満足しました。』これをム 
アツズィンのタシャツフド（信仰告白） ® の後に言う。」 

24-「ムアツズィンの呼びかけに答えた後に、預言者（彼 

にアツラーからの 祝福と平安あれ） への 祝福と平安を願う。®:」 

a:i 訳者 注：「アシュハドウアツラー イラ ーハ イ ツラツラー、 
アシュハドウアンナムハンマダツラスールツラー」の言葉。 

②訳者注：15頁の脚注①及び219頁の「預言者（彼にアツラーか 
らの祝福と平安あれ）のために祈願することの徳」章を参照のこ 
と。 
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SjbiJI Lj )) - 25 

l 4IV4 AjjuIj (AJoJiill j Aludujlt I.Uv ,4 CjT (A^UIt 
(((jU.°j4 ‘ V 4 bj)V 、 A 

アツラーフンマラツバハーズイヒツダアワテイツター 
ンマテイ、ワツ サラ ーテイルカーイマ。アーティムハン 
マダニルワスイーラタワルフアデイーラ。ワブアスフ 
マカーマンマハムーダニツラズイーワアツタフ、（イン 
ナカ ラー トウ フリフルミーアー ドウ）。 

「アツラーよ、この完成された呼びかけ（アザーンのこと） 
と行われる礼拝の主よ、ムハンマドに執り成しと功徳を与 
え、あなたが彼に約束されたところの賞賛に溢れた位階に 
彼を蘇らせたまえ（本当にあなたは約束を反故にされる事 
がありません)。」 
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26- 「ア ザーンと イ カーマ ①の間に任意のドア ーを する。 


ドアーはこの間、拒否されることがない。」 


16. イスティフタ ー フ(礼拝開始)のドアー 
’ど邱 U ^ ^ )) - 27 

ば ; い &l CQjU^il Ia ，く 

((gjilb t ^gUai. 

アツラーフンマバーイドバイニーワバイナハタ 
ーヤーヤカマーバーアツタバイナルマシュリキワ 

①訳者注：礼拝開始直前の呼びかけの言葉。42頁脚注のアザーン 
の言葉を各1回ずつ言う（ただしハナ フィ ー派はアザーン同様2 
回ずつ）。尚、「ハイヤー アラ ル ファラーハ」 の後に「カドゥカ 
ーマティ ッサ ラー （礼拝はまさに始まった）」という文句を2回入 
れる。 
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ルマグ リブ。 アツ ラー フンマナツキ ニー ミン ハター 
ヤーヤ、カマーユナッカッサウブルアブヤドウミナッ 


ダ ナス。アッラーフンマグスイルニーミンハターヤー 
ヤビッサルジワルマーイワルバラドウ。 

「アッラーよ、私と私の過ちの間を東西の間を遠ざけたよ 
うに遠ざけて下さい。アッラーよ、白い服が汚れから清め 
られるように私を私の過ちから清めて下さい。アッラーよ、 
雪と水と雹で私を私の過ちから清めて下さい。」 

㈣ ぶ ^-)) -28 

(( な如為み 

スブハーナカ ッラーフンマワビハムデイカ、ワタパ 
ーラカスムカ 、ワ タアーラージャッドウカ 、ワ ラー 
イラ ーハ ガイル カ。 

「アッラーよ、あなたに賞賛と讃美あれ。あなたの御名は 
祝福され、あなたの偉大さは高貴です。あなたの他に神は 
おりせん。」 
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nJ y & 

* •« C »» ノ フ *• »•* 

c^iiij cjSjii /烏 

* W〆 •* >✓ -V * 一 


((_ 

ワツジャフトウワジュヒヤリツラズイーファタラツ 
サマーワーテイ ワルアルダハニーファンワマー 
アナミナルムシュリキーン。インナサラーテイー、ワ 
ヌスキー、ワマフヤーヤ、ワママーテイーリツラー 
ヒラツビルアーラミーナ、ラーシャリーカラフワ 
ビザーリカウミルトウワアナミナノレムスリミーン。 
アツラーフンマアンタルマリクラーイラーハイツ 
ラーアントウ。アンタラツビーワアナアブドウ 
ク。ザラムトウナフスイーワァタラフトウビザンビ 
ーファグフイルリーズヌービージャミーアンイ 
ンナフラーヤグフイルツズヌーバイツラーアント 
ウ。ワハデイニーリアフサニルアフラーキラーヤハ 
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デイー リアフサ ニハー イツ ラー アン トウ。 ワスリフ 
アン ニー サイイア ハー、 ラー ヤスリフアン ニー サ 
イイア ハー イッ ラー アン トウ。 ラッパイカワサア 
ダイカ、ワルハイルクッルフビヤダイカ、ワッシャッ 
ルライサイライク。アナビカワイライク。タパ 
ーラクタワタアーライ トウ。 アスタグ フイ ルカワ 
アトウーブイライク。 

「私は天地の創造主に、多神教徒ではなく純正な信者 ® とし 
て顔を向けました。私の礼拝、献身行為、生、そして死は 
並ぶ者なきお方である全世界の主アッラーにこそ捧げられ 
ます。私は実にそのように命じられ、そして帰依した者た 
ちの1人です。アッラーよ、あなたはあなた以外に神はな 
いところの王です。あなたは私の主で私はあなたのしもべ 
です。私は自分自身に不義を行いました。そして自分の罪 
を認めました。ですから私の罪全てを許して下さい。罪を 


①訳者注： ヌーフ からイブラー ヒー ム、ムーサー、イーサーらか 
ら最後の預言者ムハンマド（彼らにアッラーからの祝福と平安あ 
れ）にまで至る全ての預言者が人々をそれに誘ってきたところの、 
アッラーのみに崇拝行為を向けるという純正な一神教。 
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許すお方はあなた以外にいないのです。私を最も良い人格 
へと導いて下さい。そこへ導くのはあなた以外にいません。 
私から悪い人格を取り除いて下さい。悪い人格を取り除く 
者はあなた以外にいません。私はあなたに常に仕え、あな 
たのもとに馳せ参じます。よい事は全てあなたの手中にあ 
ります。悪い事があなたに帰せられることはありません。 
私はあなたによって存在するもので、あなたの御許へと帰 
ります。あなたは祝福され、いと高くおわしますお方。私 
はあなたに罪のお赦しを請い、あなたに悔悟します。」 

: Lj ^ )) -30 

‘㈣ ， ,^\\J ^ 

W\^\ \jl\S l 4 A aSVi cIaj) 
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(( W ムニ iA “し 


アッラーフンマラッパ ジブ ラー^ r ーラ、ワミーカー 
イーラ、ワイスラーフイーラファーテイラッサマーワ 
ーテイワルアルドウ。アーリマルガイビワツシャハー 
ダ。 アンタタハクムバイナイバーデイカフイーマ 
ーカーヌーフイーヒヤフタリフーン。イヒデイニー 
リマフトウリフアフイーヒミナルハツキビイズニク。 
インナカタハデイーマンタシャーウイラースイ 
ラーテインムスタキーム。 

アッラーよ、ジブリールとミーカーイールとイスラーフ 
イールの主、天地の創造主よ、不可視なる世界と可視なる 
世界をご存知なられるお方よ、あなたこそあなたのしもべ 
たちが以前意見を異にしていたことに関して彼らの裁決を 
下されるお方。彼らが論争しているところの真理へ、あな 
たの許可をもって私を導いて下さい。あなたこそあなたが 
お望みになる者を真っ直ぐな道へお導きになられるお方で 
す。 
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j —^ W ^ )) -31 

(,\ j_u£ 4_U : 、。 4、 ,ttj (.] j-uS A^ll Aa\ ,ttj (Ij-uS 


ゞ j .^1 ^ d む 」 It ‘I j-uS 



(AllijJ °^4 : pUaLuJt ^ ^ 


((?J^J 

アツ ラー フアクバルカ ビーラー。 アツ ラー フアクバ 
ルカ ビーラー。 アツ ラー フアクパルカ ビーラー。 ワ 
ル ハムドウ リツ ラーヒ カス イーラー。 ワル ハムドウ 
リツ ラー ヒカス イーラー。 ワル ハムドウ リツ ラー ヒ 
カス イーラー。 ワスブ ハー ナツ ラー ヒブ クラ タンワ 
アス イーラー。 （ X 3 回）アウ ーズ ビツ ラーヒ ミナツシ 
ヤイターニ ミンナフヒヒ 、ワ ナフスイヒ、 ワハム 
ズイヒ。 
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「アツラーは偉大なり。アツラーは偉大なり。アツラーは 
偉大なり。アツラーを限りなく称えます。アツラーを限り 
なく称えます。アツラーを限りなく称えます。朝に夕にア 
ツラーを称えます。」 （ X 3 回）「私はアツラーにシャイター 
ンとその息の吹きかけと囁きからの救いを求めます。」 

ptjl :, uS. 逆 ^ )) -32 

S . U 、— ..11 

Ci-Jt ICaJk —qaj 
'SI'Slj 6-J pljUlilt Lj 

jUkll dlj o^jVtJ pljUlJt ^ 

oJsi aij j ^ 
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A ハ ij^. j^i'j 

^_jj ccjisjs 41 cj ‘k*y w ゆふ a^iiJij 


■ L -, ，: a-^lj 


viLj ( dnj | doll ^ 


L^aj (Ljjj_^j| Uaj cLjj^ii Uaj U« ^ ji&li 

こ i ，こ 1 k 峋 v j 3 

((^ IVI ^ U^j 


アツラーフンマラカルハムドウ、アンタ ヌール ツサマ 
ーワーテイワルアルディワマンフイーヒンヌ。ワ 
ラカルハムドウアンタカイイムツサマーワーテイワ 
ルアルディワマンフイーヒンヌ。ワラカルハムド 
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ウアンタラッブッサマーワーテイワルアルディワ 
マンフイーヒンヌ。ワラカルハムドウラカムルク 
ッサマーワーテイワルアルディワマンフイーヒン 
ヌ。ワラカルハムドウアンタムルクッサマーワーテ 
イワルアルディ、ワラカルハムドウ。アンタルハック。 

ワワアドウカルハック。ワカウルカルハック。ワリ 
カーウカルハック。ワルジヤンナトウハック。ワンナー 
ルハック。ワンナビィユーナハック。ワムハンマド 
ウンサッラッラーフアライヒワサッラマハック。 
ワッサーアトウハック。アッラーフンマラカアスラ 
ムトウ。ワアライカタワッカルトウ。ワビカアー 
マントウ。ワイライカアナブトウ。ワビカハーサ 
ムトウ。ワイライカハーカムトウ。フアグフイルリ 
ーマーカッダムトウ、ワマーアッノ V レトウ、ワマ 
ーアスラルトウ、ワマーアアラントウ。アンタルム 
カッデイム、ワアンタルムアッヒル。ラーイラーハ 
イッラーアンタ、アンタイラーヒーラーイラーハ 
イッラーアントウ。」 
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「アツラーよ、讃美はあなたのもので、あなたは天地とそ 
こにある者たちの光です。あなたに称えあれ。あなたは天 
地とそこにある者たちを司るお方です。あなたに称えあれ。 
あなたは天地とそこにある者たちの主です。あなたに称え 
あれ。天地とそこにある者たちの主権はあなたの御許にあ 
ります。あなたに称えあれ。あなたは天地の王です。あな 
たに称えあれ。あなたは真実であり、あなたの約束は真実 
であり、あなたの御言葉は真実であり、あなたとの謁見は 
真実であり、天国は真実であり、地獄は真実であり預言者 
たちは真実であり、ムハンマド（彼にアツラーからの祝福 
と平安あれ）は真実であり、審判の時は真実であります。 
アツラーよ、私はあなたにこそ帰依しました。あなたにこ 
そ全てをお委ねしました。私はあなたを信じ、あなたに悔 
悟しました。私はあなたについて議論し、あなたにこそ裁 
決を求めます。既に私が犯し、またこれから犯す過ちを、 
そして密に犯し、また公に犯した過ちを御許し下さい。あ 
なたこそは事を進め遅らせるお方で、あなたの他に神はい 
ません。あなたこそは私の神であなた以外に神はいませ 
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ん o 」 


17. ルクー ウ（立礼） 0 のドアー 

(( 私))-33 

スブハーナラッビヤルアズイーム。 （ X 3 回） 

「偉大なる私の主を称えます。」 （ X 3 回） 

° j -^\ 4^ 4/一 孤べ一)）- 34 


((^ 

スブ ハー ナカツラーフンマラツバナーワビハムデイ 
カアツラーフンマグフイルリー。 

「私たちの主ァッラー、あなたに賞賛と讃美あれ。ァッラ 
一よ、私を御赦し下さい。」 

.((C 心 J 4*1) cLnjja ‘ヒふ)）-35 

①訳者注：礼拝中の一動作。立ったまま、上半身をお辞儀をする 
ように前方に傾ける状態。 
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スッブーフン、クッドウースッラップルマラーイカテイ 
ワツルーフ。 

「讃美されるお方、聖なるお方、天使たちとジブリールの 
主よ。」 

aij 斗 j )) -36 

0 ^ 〆 〆 〆 

<-( j j a hfr j ifjiU-jai ^Ui^. 

.((4j c-JVu^ Uj 

アッラーフンマラカラカアトウ、ワビカアーマン 
トウ、ワラカアスラムトウ。ハシャアラカサム 
イー、ワバサリー、ワムッヒー、ワアズミー、ワア 
サビー、ワマスタカッラビヒカダミー。 

「アッラーよ、あなたのために立礼（ルクーウ）し、あな 
たのみを信仰し、あなたに服従しました。私の耳も、目も、 
脳も、骨も、神経も、そして私の足が運ぶもの①も、全ては 


①訳者注：身体のこと。 
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あなたを屈んで畏敬します。」 


_ s り ^ )) -37 

. (( ‘? 

スブ ハー ナズイルジャバルーテイ、ワルマラクーテイ、 
ワル キブリ ヤー イ、 ワルア ザ マ。 

「この上なき権勢と王国、強大さと偉大さの持ち主に称え 

あれ。」 


18. ルクーウから起き上がる時のドアー 

“ ^ ^ iil し）） -38 

サミアツラーフリマンハミダフ。 

「アッラーよ、彼を賛美する者の声をお聞き下さい。」 

(( ^ l £jiiA )jjj£ \Sa^ iSllj lij ^ - 39 

ラツバナーワラカル^ハムドウ、ハムダンカスイーラ 
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ンタイイバンムバーラカンフイーヒ。 

「私たちの主よ、あなたにこそ賞賛あれ。この上なく沢山 
の、素晴らしい、祝福に溢れた賞賛あれ。」 

,1 .4^ \\\ 1-4j (jiajVl f CjIjIaajJI 一 )) ~40 

‘ハ |>』J fJ aI 

u_j ^ju v uij /iidi jii u 

^-..a.11 IJ と ,Sn Vj ,CjxIa IU \Joxa Vj , dukb) 


.((W ‘ 

ミルアツサマーワーテイワミルアルアルデイワマ 
ーバイナフマー、ワミルアマーシ ウタ ミンシ 
ヤイインバァドウ。アハ ラッサ ナーイワルマジュデイ、 
アハックマーカーラルアブドウ、ワクッルナーラ 
カアブドウ。アッラーフンマラーマーニアリマー 
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アアタイタ、ワラームウテイヤリマーマナアタ、 
ワラーヤンフアウザルジャツデイ ミンカルジャツ 
ドゥ。 

「あなたへの讃美は天地とその間にあるもの、そしてあな 
たのお望みになるその他全ての物を満たします。讃美と栄 
光の主よ、私たち全員がそうであるところのあなたのしも 
ベが（次のように）言う言葉は、至極の真理です：『アツラ 
一よ、あなたが与えたものを禁じる者はなく、あなたが禁 
じれば他に与える者はおりません。（現世における）どんな 
優れた境遇も、あなたのもとでの真の幸福を益することは 
ありません。①』」 

19. サジダ（平伏礼） ◎ の時のドアー 

((cMl ふ私)）-41 


® 訳者注：現世における権力、財産、子孫などの幸運は、それ自 
体ではアツラーの御許での真の幸運、つまり天国という報奨を獲 
得することには直接つながらない、ということ。至高のアツラー 
は仰られた：《財産と子孫は現世の生活の飾り物であるが、永遠に 
残る善行こそはあなたの主の御許で最も優れた報奨であり、希望 
である》（洞窟章： 46) 

②訳者注：礼拝の中の1動作。いわゆる跪拝のこと。 
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スブハーナラッビヤルアアラー。 （ X 3 回) 
「崇高な私の主に称えあれ。」 （ X 3 回） 


.((^>1^1 も ^ ^-))-42 

スブ ハー ナカ ッラーフンマラッバナーワビハムデイ 
カ アッラーフンマグフイルリー。 

「私たちの主アッラー、あなたを称えます。アッラーよ、 
私を御赦し下さい。」 

，ヒ )) -43 

スッブーフン、 クッドウ ースッ ラップ ルマ ラーイカテイ 
ワツルーフ。 

「讃美されるお方、聖なるお方、天使たちとジブリールの 
主。」 

iC L»U arj ，ぬ斗 J ^ )) -44 

し ， “ (J~Aj LS jii -ia-uj 
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アッ ラー フン マラ カサジャットウワビカ アーマ 
ン トウ、ワラカアスラムトウ。サジャダワジュヒヤ 
リッラズイーハラカフ、ワサウワラフ、ワシャッカ 
サムアフワパサラフ、 タパーラ カッ ラー フアハサヌ 
ルハーリキーン。 

「アッラーよ、あなたにサジダし、あなたを信仰し、あな 
たに帰依しました。私の顔はそれを創造し、形造り、そこ 
から耳と目を刻み分けたお方に平伏します。最高の創造主 
アッラーに称え あれ。」 

tLjjSla—llj tCjjjVv ， 一 匕 uj )) -45 

. (( ‘? 

スブ ハー ナズイルジャバルーテイ、ワルマラクーテイ、 
ワル キブリ ヤー イ、 ワルア ザ マ。 

「この上なき権勢と王国、強大さと偉大さの持ち主に称え 
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あれ。」 


)) -46 

• (( ‘ン 

アツラーフンマグフイルリーザンビークツラフ、デ 
イツカフワジツラフ、ワアウワラフワアーヒラ 
フ、ワアラーニヤタフ、ワスイツラフ。 

「アツラーよ、大きいものも小さいものも、最初のものも 
最後のものも、公になされたものも秘密になされたものも、 
私の罪を全てお赦し下さい。」 

， : i\Ui : b ■— 3 じ ^ )) -47 

ば V 44illa viL 4iljlibL4jj 

((¥ ^ ，參迫 

アツラーフンマインニーアウーズビリダーカミン 
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サハテイク。ワビムアーファーテイカミンウ クー バ 
テイク。ワアウーズビカミンク。ラーウフスイ 
ーサナーアンアライカアンタカマーアスナイタ 
アラーナフスイク。 

「ァツラーよ、私はあなたのご満悦によってあなたの怒り 
からの、そしてあなたのお赦しによってあなたの懲罰から 
の、あなたによってあなたからのご加護を求めます。私は 
あなたが御自身を讃美されたようにあなたを讃美すること 
は出来ません。」 


20. 2回のサジダの間、 

座っている時のドアー 

(( ^ Lj ^ jiil Lj )) -48 

ラッビグフイルリー、ラッビグフイルリー。 

「主よ私を赦したまえ、主よ私を赦したまえ。」 
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.((^jj'j 

アツ ラー フンマグフイルリー、ワルハム ニー、 ワハデイ 
ニー、 ワジュブル ニー、 ワ アー フイ ニー、 ワルズク ニー、 
ワルファア ニー。 

「ァッラーよ、私を赦し、私にお慈悲をかけ、私を導き、 
私を慰め、私を癒し、私に恩恵を与え、私の位階を上げて 
下さい。」 


21. ク ルアー ン読誦によるサジダの時の 
ドァー 

4-)) -50 

, n^l > 

67 




m ぜ⑽ 

サジヤダワジュヒヤリツラズィーハラカフ、ワシ 
ヤツカサムアフワパサラフビハウリヒワクウ 
ワティヒ。ファタパーラカツラーフアハサヌル ハー リキ 
ーン〇 

「アツラーよ、私の顔は彼のお力によってそれを創造し、 
形造り、そこから耳と目を刻み分けたお方に平伏します。 
『最高の創造主ァツラーに称えあれ。』」 

# djki ^ J USI )) -51 

4^ J ‘IjIs W 

• (( 4 ^ レ i 碑 v; 

アツラーフンマクトゥブリービハーインダカアジ 
ュラー。ワダァアンニービハーウィズラー。ワジ 
ュアルハーリーインダカズフラー。ワ タカツバル 
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ハー ミン ニー カマータカツバルタ ハー ミンアブ 

デイカダーウード。 

「アツラーよ、私のために（クルアーン読誦の）報奨をあ 
なたの御許に書き留めて下さい。そしてそれによって私の 
罪という重荷を取り除いて下さい。そして私のためにそれ 
をあなたの御許に蓄えて下さい。そしてあなたがあなたの 
しもべであるダーウード（ダヴイデ）からそれを受け入れ 
たように、私からも受け入れて下さい。」 

22. タシヤツフド（信仰告白）® 

， • リ ,A, , \\ cjIj% \W )) 一 52 

JJJ A I \\\ A, ンち fc ^Cail\ 

0 cj A-ll\ 知 


①礼拝の中の義務行為の内の 1 つ。礼拝の2ラカア、あるいは 3* 
4ラカア目を終えた時に、座ったまま無言でこの言葉を唱える。 
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• (( Ajjlujj \,\A^!a 4^1 V) ^U1 V 

アッタヒ ーヤー トウリッラーヒ、ワッサラワートウ、ワ 
ッタイイバートウ。アッサラームアライカアイ ュ ハン 
ナビ ーュ ワラハマトウッラ ーヒ ワバラカートウフ。 
アッサラームアライナーワアラーイバーディッラ 
ーヒッ サーリ ヒー ン。アシュハドウアッラーイラ ー ハ 
イッラッラーフワアシュハドウアンナムハンマダ 
ンアブドウフワラスール^フ。 

「全ての賞賛と祈りとよき行いはアッラーに（帰せられま 
す)。預言者よ、あなたの上に平安とアッラーのご慈悲と祝 
福がありますように。私たちに、そしてアッラーの敬虔な 
しもべたちに平安あれ。私はアッラー以外に神は無いこと 
を証言します。私はム ハン マドがアッラーのしもべであり 
使徒であることを証言します。」 

23. タシャッフド後の預言者 
(彼にアッラーからの祝福と平安あれ)への祈願 
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Jl ^ ))-53 

d み Q ^^L-«£ 

S ヌ i*r 4^ S ヌ ^ e » . ^ S > 4 4, i< - if 〆 

t ハ 4、4 J) >\A^A dJU ぃ、 

■4^- *^S ‘—' j J J^3 ^Ji\ ^ 



アツラーフンマサツリアラームハンマデインワ 
アラーアーリムハンマドウ。カマーサツライタア 
ラー イブ ラー ヒー マワアラーアーリ イブ ラー ヒ 
ーマ、 イン ナカハミードウンマジードウ。アツラーフ 
ンマバーリクアラームハンマデインワアラー 
アーリムハンマド ウ。 カマーバーラクタアラー 
イブ ラー ヒー マワアラーアーリ イブ ラー ヒーマ、 
イン ナカハミードウンマジードウ。 
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「アッラーよ、あなたがイブラーヒームと彼の一族に至福 
をお与えになったように、ム ハン マドとム ハン マドの一族 
にも至福をお与え下さい。あなたこそ全ての讃美と栄光の 
主です。アッラーよ、あなたがイブラーヒームと彼の一族 
を祝福されたように、ム ハン マドとム ハン マドの一族を祝 
福して下さい。あなたこそ全ての讃美と栄光の主です。」 

LS -^ ㈤ ））-54 




(( 

y y •• • 一 t， ^ •»， 


アツラーフンマサツリ アラームハンマディンワ 
アラーアズワージヒワズツリーヤティヒ。カマー 
サツ ライタ アラーアーリ イブ ラーヒーム。ワパー 
リクアラームハンマディンワアラーアズワージ 
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ヒワズッリーヤティヒ。カマーパーラ クタ アラー 
アーリイブラーヒー ム 。イン ナカ ハミードウンマジ 
ードゥ。 

「アッラーよ、あなたがイブラーヒームと彼の一族に至福 
をお与えになったように、 ムハン マドと ムハン マドの妻た 
ちと子孫たちに至福をお与え下さい。アッラーよ、あなた 
がイブラーヒームと彼の一族を祝福したように、ム ハン マ 
ドとム ハン マドの妻たちと子孫たちを祝福して下さい。あ 
なたこそ全ての讃美と栄光の主です。」 

24. サラーム ® の前の 
最後のタシャッフド後のドアー 

‘iB Uib b - iL ))-55 


①訳者注：礼拝の締めく くりの時の動作。タスリームのこと。 
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((\\ Ajok [yai 

アッラーフンマインニー アウ ーズビカミン アザ 
ービル カブ ル。ワミンアザービジャハンナム。ワミ 
ンフイトウナテイルマハヤーワルママートウ。ワミ 
ンシャッリフイトウナティルマスイーヒッダッジャー 
ル。 

「ァッラーよ、私はあなたに墓の懲罰、地獄の懲罰、生と 
死の試練、偽キリストの災難からのご加護を願います。」 

一 i レ斗 : jjM d )) -56 

A .njl i^L jjc)j t Jl^^t こ士ムぶ °^a Sj 

^ isj_fri J) ㈣ cpL-^i j 



アツラーフンマインニーアウーズピカミンアザ 
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ービル カブ ル。ワ アウ ーズ ビカミン フイトウ ナテ 
イルマスイーヒッダッジヤール。ワ アウ ーズ ビカミ 
ン フイトウ ナテ イルマ ハヤ ーワルママートウ。アッラ 
ー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカミナ ルマ アサミ 
ワルマ グラム。 

「アッラーよ、私はあなたに墓の懲罰、偽キリストからの 
災難、生と死の試練からのご加護を求めます。アッラーよ、 
私はあなたに罪を犯すことと負債からのご加護を求めま 
す。」 

LJj a)) -57 
レ vjxa L4 i v ) 'Jiu 

アッラーフンマインニーザラムトウナフスイーズ 
ルマンカスイーラン、ワラーヤグフイルッズヌーバ 
イッラーアントウ。フアグフイルリーマグフイラタ 
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ンミンインデイカワルハムニー、インナカアンタ 
ルガフールツラヒーム。 

「アッラーよ、私は g 分自身に沢山の不正を働きました。 
そして罪を赦すお方は、あなたをおいて他にありません。 
ですから私を赦し、私にご慈悲を垂れて下さい。あなたこ 
そよく赦すお方、慈悲深きお方であられます。」 

1—4j Uaj jit) )) 一 58 

Aj Uaj Uaj 

^ Cn\ Vj V » CojI j ^\\"a \\ Cn\ 4^14 

アツラーフンマグフイルリーマーカツダムトウ、ワ 
マーアツハルトウ、ワマーアスラノレトウ、ワマー 
アアラントウ、ワマーアスラフトウ、ワマーアン 
タアアラムビヒミンニー。アンタルムカツデイム 
ワアンタルムアツヒルラーイラーハイツラーア 
ントウ0 
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「アツラーよ、私が既に犯してしまった、そしてこれから 
犯すであろう過ちをお赦し下さい。また私が密に、公に犯 
した過ちと私の行き過ぎ、そしてあなたが私よりもそれら 
をよくご存知であるところの私の罪をお赦し下さい。あな 
たこそ事を先立たせ、遅らせるお方。あなた以外に神はお 
りません。」 

))-59 


.(( 斗知 

アツラーフンマアイン ニー アラーズイク リカ、 ワ 
シュクリカ、ワフスニイパーダテイク。 

「アツラーよ、あなたを唱念すること、あなたへの感謝、 
あなたをよく崇拝することにおいて私に力をお貸し下さ 

い。」 

1^ cJiull )) -60 


‘Auy 3 レ斗 ^ (> 

jaill i_il iJL jjctj ,taj^lt Xjijk °^ja i^L Jjc) j 

.(( 

アツラーフンマインニーアウーズビカミナルブフ 
ル。ワアウーズピカミナルジュブン。ワアウーズ 
ビカミンアンウラツダイラーアルザリルウムル。 
ワアウーズビカミンフィトウナティツドウニヤー 
ワアザービルカブル。 

「アッラーよ、私はあなたに吝嗇と臆病、厭わしい年齢に 
戻らされること®、そして現世の試練と墓の懲罰からのご加 
護を求めます。」 

^ aj jj&tJ cAJaJ! ))-61 


® 訳者注：老衰して身体的に脆弱で知性も衰えた、幼児期のよう 
な状態に舞い戻ること。 
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アッラーフンマインニーアスアルカルジャンナタワ 
アウーズピカミナンナール。 

「アッラーよ、私はあなたに天国を請い願い、あなたに地 
獄の業火からのご加護を求めます。」 

^ ^ )) -62 

aitu-i J\ ^ \Jp. siijit 

“.、J ^ dUj J 

V Lajju aiUJj cjAiitj ^ dUj 

aiU j v こ ^ s J "diUj ^ 
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'dUJj "iu o^i jjj ^Uj 

j-^J 識 d cii^tj 如 y M\ 

A. .It )j L-Lj iAlJsU 4Jj2 Vj ib^j*jsLA fIj^ia 

((^42^ ^ ^4'j cdU4v' 

アッラーフンマビイルミカルガイパワクドウラティ 
カアラノレハルキアハイニーマーアリムタルハヤー 
タハイラッリー。ワタワッファニー イザ ーァリ 
ムタルワファータハイラッリー。アッラーフンマイン 
ニーアスアルカハシヤタカフィルガイビワッシャ 
ハーダ。ワアスアルカカリマタルハッキフィッリダ 
ーワルガダブ。ワアスアルカルカスダフィルギナー 
ワルファクル。ワアスアルカナイーマッラーヤンフ 
ァドウ。ワアスアルカクッラタアイニッラータン 
カティウ。ワァスァルカッリダーバァダルカダー。ワ 
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アスアルカパルダルアイシバアダルマウトウ。ワア 
スアルカラッサタンナザリイラーワジュヒカワッ 
シヤウカイラーリカー^ r カフィーガイリダッラ 
ーアムディッラティンワラーフィトウナティン 
ムディッラ。アッラーフンマザイインナービズィーナ 
テイルイー マーニ ワジュアルナーフダータンムフタ 
ディーン。 

「アッラーよ、不可視なる世界を知るあなたの知識によっ 
て、創造の力によって、私にとって生が良いとご判断され 
る限り私を生かせて下さい。そしてもし私にとって死が良 
いとご判断されるならば、私を死なせて下さい。アッラー 
よ、私は不可視なる世界と可視なる世界においてあなたを 
畏れる事を求めます。そして満足においても怒りにおいて 
も真理の言葉を求めます。そして裕福さにおいても貧しさ 
においても控えめであることを求めます。私は絶えること 
のない恩恵を求め、不断の喜びを請い願います。そして既 
に定められた運命に対しての満足を、死後の（天国での） 
涼しい生活を、あなたのお顔を拝見する喜びと、害する者 
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の害悪と迷妄の災難を被ることなくあなたに謁見すること 
への切望を求めます。アッラーよ、信仰という宝飾によつ 
て私を飾り、私たちを導き導かれる者として下さい。」 

w' 也 W ぶ g aiu )) -63 

I# U ㈤ 卜七 如 卜 Jj 4 卜 J 』 : sZ^l\ 
(( dui (ji jiij ふ f 

アッラーフンマインニーアスアルカヤーアッラー 
フビアンナカルワーヒドウルアハドウッサマドウッラズ 
イーラムヤリドウワラムユーラドウワラム 
ヤクッラフクフワンアハドウン、アンタグフイラ 
リーズヌービー。インナカアンタルガフールッラヒー 
ム。 

「生むことも生まれることもなく、比べ得る何者もなく、 
唯一で自存されるアッラーよ、私はあなたに私の罪を赦し 
て下さることを求めます。実にあなたこそよく赦す慈悲深 
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き方であられます。」 


VI u U ^ bw aiu ゆ )） -64 
^\1» 一 _SI ‘U V 孤 j ^ 

^ ^ JilaJl 13 Ij ‘u^jSMj 

• (( jUl) (^ja viL Ij 

アツラーフンマインニーアスアルカビアンナラカ 
ルハムダラーイラーハイツラーアンタワハダカ 
ラーシャリーカラク。アルマンナーヌ、ヤーパデイ 
ーアツサマーワーテイワルアルドウ。ヤーザルジヤ 
ラーリワルイクラーム。ヤーハイユヤーカイユー 
ム。インニーアスアルカルジャンナタワアウーズ 
ビカミナンナーノ レ。 

「アツラーよ、あなたにこそ賞賛があり、あなた以外に神 
はなく、他に並ぶものもないお方。恵み深きお方、天地の 
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創造者、崇高さと栄誉の主、永遠に生き、自存されるお方。 
私はあなたに天国を希求し、地獄の業火からのご加護を求 
めます。」 

ゞ 必 oi W iA )) -65 

‘。以 び汕 t oji vt 

.((U i 必 U ⑷ ^ 

アツラーフンマイン ニー アスアルカビアン ニー ア 
シュ ハドウアンナカアンタッラーフラーイラーハ 
イッラーアンタルアハドウッサマドウッラズイーラム 
ヤリドウヮラムユーラドウヮラムヤクッラフ 
クフワンアハドウ。 

「アッラーよ、生むことも生まれることもなく、比べ得る 
何者もなく、唯一で自存されるあなた以外に神はないこと 
を私は証言します。」 
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25 . 礼拝のサラーム後のズィクル 
Caj) ゆ -- 2iil f JiuLJ )) -66 

.(( j 叫 cj£jli ^%jA\ 

アスタグフイルツラー （ X 3 回）。アツラーフンマアンタ 
ツサラーム、ワミンカツサラーム、タパーラクタヤー 
ザルジャラーリワルイクラーム。 

「私はアツラーにお赦しを請います （ X 3 回)。 アツラーよ、 
あなたこそが平安の主で、平安はあなたからのものです。 
崇高さと栄誉の主に称えあれ。」 

斗メ ゞ ijkj VI V )) -67 

Vj (Cjxxa Ua-J “ 卜 ， 4 Vj (dula&i 1.U A 




.(( s ^l\ 13 

ラー イラ ー ハイッラッ ラー フワハダフ ラー シャ 
リーカラフ、ラフルムルクワラフルハムドウワ 
フワ アラー クッリシャイインカディール。アッ ラ 
ー フン マラーマーニアリマー アァタイタ、ワ ラ 
ー ムウティヤ リマー マナァタ、ワ ラー ヤンファ 
ウザルジャッディミンカルジャッドウ。 

「唯一で並ぶ者無きお方、ァッラー以外に神はいません。 
主権と讃美はかれの御許にあり、彼は全能のお方です。ァ 
ッラーよ、あなたが与えたものを禁じる者はなく、あなた 
が禁じれば他に与える者はおりません。（現世における）ど 
んな優れた境遇も、あなたの御許での真の幸福を益するこ 
とはありません。®」 

一 ゞ iil vt ^Ul V )) —68 


0 訳者注： 62頁の脚注①参照のこと。 
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V clyiJ JSyJc jAj 

VI J—jxj Vj 4<o^l Vj ^i) V 4 A__iilj Vj SjS Vj 

峋 ゞ ji kub ki 3 ji^i ^ij Lkit ‘⑽ 
.((sjs °^j ^ b-W^ A シ ! 

ラーイラーハイッラッラーフワハダフラーシャ 
リーカラフ、ラフパヘムノレク、ワラフルハムドウワフ 
ワアラークッリシャインカディール。ラーハウ 
ラワラークウワタイッラービッラー。ラーイ 
ラーハイッラッラーフ、ワラーナアブドウイッラ 
ーイーヤーフ。ラフンニアマトウワラフルフアドウ 
ルワラフッサナーウルハサン。ラーイラーハイッラ 
ッラーフムフリスィーナラフッディーナワラウ 
カリハルカーフイルーン。 

「唯一で並ぶ者無きお方、アッラー以外に神はいません。 

87 




主権と讃美はかれの御許にあり、かれは全能のお方です。 
至高至大のアツラーの他にいかなる威力も強大なるものも 
ありません。アツラー以外に神はなく、私たちはかれ以外 
を崇拝しません。恩恵と超越性はかれにこそ属し、そして 
かれにこそよき誉れがあります。アツラー以外に神はいま 
せん。例え不信者たちが忌み嫌おうとも、私たちはアツラ 
一に誠意を尽して仕えます。」 

ふり ‘^_ U )）-69 

U A ^>2, v v) v (b^j 

スブ ハー ナツラーヒ、ワル ノヽム ドウリツラーヒ、ワツラ 
ーフアクバル （ X 33 回)。ラーイラーハイツラツラ 
ーフワハダフラーシャリーカラフ、ラフノレムノレク 
ワラフルハムドウワフワアラークツリシャイ 
インカディール。 
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「アツラーに称えあれ、そしてアツラーにこそ全ての賞賛 
があり、アツラーは偉大です（各33回)。唯一で並ぶ者無 
きお方、アツラー以外に神はいません。主権と讃美はかれ 
の御許にあり、かれは全能のお方です。」 

* みン A — -70 



* jiiil Lijj Jjct Ja > チ） 

i3j (>j * jia. u > 

4 Au^ I3j —U > c^J * ei 

* 〇 -Uil jjcj Jia <oi! 
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(J—A ^ ^ [jdUjldUjJ ^ 3i) 来 ^JduU^It 

4 ^jjjUJ) j Aa^II 

0 ビスミッラーヒッラハマーニッラヒーム『クルフワッ 
ラーフアハドウ * アッラーフッサマドウ * ラム 
ャリ ドウワラムューラドウ * ワラムャクッ 
ラフクフワンアハドウ』 ビスミッラーヒッラハマー 
ニッラヒーム 『クルアウ ーズビラッビルフアラク * 
ミンシャッリマーハラク * ワミンシャッリ 
ガースイキン イザ ーワ カブ * ワミンシャッリ 
ンナッフアーサーテイ フイノレ ウカ ドウ * ワ ミン 
シャッリハースイデイン イザ ーハサドウ』ビスミッ 
ラーヒッラハマーニッラヒーム 『クルアウ ーズビラッ 
ビンナース * マリキンナース * イラーヒンナース 
* ミンシャツリルワスワースイルハンナース * ア 
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ツラズイーユワスウイスフイースドウーリンナース 
* ミナルジンナティワンナース』（全ての礼拝の後に言 
ぅ。） 

「慈悲あまねく慈愛深きアツラーの御名において。『言え、 
《かれはアツラー、唯一なる御方であられる。*アツラー 
は、自存され、*御産みなさらないし、御産れになられた 
のではない。 * かれに比べ得る何ものもない。》』【純正 
章： 1 〜 4】 慈悲あまねく慈愛深きアツラーの御名において。 
『言え，《梨明の主にご加護を乞い願う。 * かれが創られる 
ものの悪（災難）から、 * 深まる夜の闇の悪（危害）から、 

* 結び目に息を吹きかける（妖術使いの）女たちの悪から、 

* また、嫉妬する者の嫉妬の悪（災厄）から。》』【黎明章： 
1〜 5】 慈悲あまねく慈愛深きアツ ラーの 御名において。『言 
え、《ご加護を乞い願う、人間の主、*人間の王、 * 人間 
の神に。*こっそりと忍び込み、曝く者の悪から。 * それ 
が人間の胸に嘯きかける、 * ジン（幽精）であろうと、人 
間であろうと。》』【人間章：1〜6」】 
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v Lr^' > vj M v ^dii -71 


^ U«j Ua <U ^°jj Vj 又 j —j 


Uaj ^u Ua ^iu 4JjL VI a lip ^uu ^ iit |j 

fUi Uj Vj °(> bj%4 ^J 


jAj sJjjj Vj O^J ゞ 


『アツラー フ ラー イラ ーハイツラーフワルハイユ 
ルカイユーム。ラータアフズフスイ ナトウ ンワ 
ラーナウム。ラフマーフイツサマーワーテイワ 
マーフイノレアノレ ドウ。 マンザツラズイー ヤシ ュフ 
アウイン ダフ イツラービイズニヒ。ヤアラムマ 
ーバ イナアイデ イーヒムワマーハルファフム。 
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ワラーユヒートウーナビシャイインミンイルミ 
ヒイツラービマーシャー。 ワスイアクルスイー 
ユフツサマーワーテイワル アルダ ワラー ャ ウー ド 
ウフヒフズフマー。ワフワ ル アリーユル アズ イーム』 
(全ての礼拝の後に） 

「ァッラー、かれの他に神はなぐ永生に自存される御方。 
仮眠も熟睡も、かれをとらえることは出来ない。天にあり 
地にある全てのものは、かれのものである。かれのお許し 
なくして、誰がかれの御許で執り成すことが出来ようか。 
かれは（人々の）以前のことも以後のことをも知っておら 
れる。かれの御意に適ったことの他、彼らはかれの御知識 
に就いて、何も会得するところはないのである。かれの玉 
座は、全ての天と地を覆って広がり、この2つを守って、 
疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。」 
【雌牛章： 255】 

^LJa1\ 幻‘ね 一 V ijkj V) ^ui V )) —72 
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((LJ jLit S^^iu c£ja jlic) 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラーシャ 
リーカラフ、ラフルムルクワラフルハムドウユフ 
イーワユミートウワフワアラークツリシャ 
イインカディール。（マグリブとファジュルの礼拝後10 
回言う） 

「唯一で並ぶ者無きお方、アツラー以外に神はいません。 
主権と讃美はかれにこそ属します。かれは生と死を与える 
お方。そしてかれこそは全能のお方です。」 

lajjj cUiU Uk. aiy 一 ）） -73 
(( (Jvill 1%^°^ iu) ^XA 

アツラーフンマイン ニー アスアルカイルマンナー 
フイアー。ワリズカンタイイバー。ワアマランム 
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タカッパラー。（ファジュルの礼拝後サラームの後に言う） 
「アッラーよ、私はあなたに有益な知識を、よい糧を、そ 
して（アツラーに）受け入れられる行為を求めます。」 


26. イスティ ハーラ 
(神託を求めること）の礼拝のドアー 

d j , m \ )) -74 

bj Vj 0^1 

— Ajk.1^. ^ajuoJj — I (^ j \ ^Iaj ‘ 、•ベ 

^~ ： J ~ 

^ cj ~5 ^ ^ ^ り ^^ 一 







J J——J °^jj 

— ^ ~ 也 ' ■=• : cJU °J — iJJ^ 

ゞ ふ — J ^_J j4a)j ^Jualj ‘〆 ^ijlall 

((〜 ( j^J ^ ‘がみ 

アッラーフンマイン ニー アスタヒールカビイルミカ、 
ワアスタクディルカビクドゥラティカ、ワアスアノレ 
カミンファドゥ リカ ルアズィーム。ファインナカタ 
クディルワラーアクディル、ワタァラム、ワラ 
ーアァラム、ワアンタアッラームルグユーブ。アッ 
ラーフンマインクンタタァラムアンナ ハーザル 
アムラ (ここで神託を求めるところの問題を述べる） ハイ 
ルッリーフィーディ ーニ ーワマアー シー ワア 
ーキバティアムリー （あるいはこう言う： アー ジリ ヒワ 
アー ジリ ヒ）ファクドウルフリーワヤツスイルフ 
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リースンマパー リク リーフイーヒ。ワイン ク 
ンタタアラムアンナ ハーザルアムラ (ここで神託を 
求めるところの問題を述べる） シャッ ルッリ ーフィ' 一 
ディーニーヮマアーシーヮアーキパティア ムリ 
一 （あるいはこう言う： アー ジリヒ ヮアー ジリヒ） フ 
アスリフフ アンニー ワスリフニー アン フ。 ワクド 
ウル リヤル ハイラハイスカーナスンマアルデイ 
ニービヒ。 

ジャービルビンアブドウッラー （彼らに アッラーの 
ご満悦あれ）は次のように伝える： 

「アッラーの 使徒は クルアーンの 章を私たちに教えるよう 
に、全ての物事において神託を求めることを教えました。 
そして彼は仰るのでした。『もしあなたがたが何かに迷った 
ら任意の2ラヵアの礼拝をし、それからこう言うのだ：《ア 
ッラーよ、私はあなたの知識による選択を求めます。あな 
たのお力を求めます。私は偉大なるあなたの恩恵を求めま 
す。あなたこそは何事も可能なお方で、私は無力です。あ 
なたこそご存知で、私は無知です。あなたは不可視なる世 
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界をご存知の御方です。アツラーよ、 しかじか（ここで神 
託を求めるところの問題を述べる） が私の宗教と生活と事 
の結末にとって最善であるとご存知ならば（あるいは次の 
ように言う：「私の現世と来世にとって最善であるとご存知 
ならば」）、私にそれを可能にし、容易くして下さい。それ 
からそれにおいて私を祝福して下さい。そしてもし しかじ 
か（ここでまた神託を求めるところの問題を述べる） が私 
の宗教と生活と事の結末にとって悪いとご存知ならば（あ 
るいはこう言う：「私の現世と来世にとって悪いとご存知な 
らば」）、それを私から遠ざけ、そして私をそれから遠ざけ 
て下さい。そしてそれがどんなことであろうと、最善の事 
を私に可能にして下さい。それからそれによって私を満足 
させて下さい。》』」 

創造主に神託を求め、信仰者たちに相談し、それから事 
を決定した者は後悔しない。至高のアツラーはこう仰せら 
れた。 

「そして諸事にわたり、彼らと相談しなさい。そして一旦 
決心したならば、アツラーに身を委ねなさい。」【イムラ 

98 



ーン家章：159】 


27. 朝 ■ 晚のズイクル 
V LJ1\ > 降少』 6- 、)-75 

^lj }°ji vj Uu. v ji v) m 

みび汕 U ふ J Uj pljULlI J u 

す J 卜い K '—«J °^4' ヒ ^ しみ 4 ^ 
\a ,*^jS ^Lui U«j V) ヒ ^ 

^—^11 jAj sJjjj Vj o^aj^lj CjIjLuJI 

((<_ 


アウ ーズビッラーヒ ミナ ッ シャイ ターニッ ラジ ーム 




『アツラーフラーイラーハイツラーフワルハイユ 
ルカイユーム。ラータアフズフスイナトウンワ 
ラーナウム。ラフマーフイツサマーワーテイワ 
マーフイノレアノレドウ。マンザツラズイーヤシュフ 
ァウインダフイツラービイズニヒ。ヤァラムマ 
ーバイナアイデイーヒムワマーハルファフム。 
ワラーユヒートウーナビシャインミンイノレミヒ 
イツラービマーシャー。 ワスイアクルスイーユフ 
ツサマーワーテイ ワルアルダワラーャウードフ 
ヒフズフマー。 ワフワルアリーユルアズイーム。』 
「私はァツラーに呪われるべきシャイターンからのご加護 
を求めます。『ァッラー、かれの他に神はなく、永生に自存 
される御方。仮眠も熟睡も、かれをとらえることは出来な 
い。天にあり地にある全てのものは、かれのものである。 
かれの許しなくして、誰がかれの御許で執り成すことが出 
来ようか。かれは（人々の）以前のことも以後のことをも 
知っておられる。かれの御意に適ったことの他、彼らはか 
れの御知識に就いて、何も会得するところはないのである。 
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かれの玉座は，全ての天と地を覆って広がり、この2つを 
守って、疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であ 
られる。』【雌牛章： 255】 


来 ^^ ひ “jil ^uu - 76 

^ CjSa^j* jL * ， sZ^l) ^011 

* jiiil Ljj jjtl Ja > ヂ ） A み 

|3j > (>j 来炎 U > か 

< i-a. 13! ^ (J 1)^ 

* 〇 -Uil jjcj Jii <011 み 
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(J—A ^ ^ [jdUjldUjJ ^ 3i) 来 ^JduU^It 

4 ^jjjUJ) J Aa^II 

ビスミッラーヒッラハマーニッラーヒーム『クルフワッ 
ラーフアハドウ * アッラーフッサマドウ * ラム 
ャリドウワラムユーラドウ * ワラムャクッ 
ラフクフワンアハドウ』ビスミッラーヒッラハマーニ 
ッラヒーム『クルアウーズビラッビルファラク * 
ミンシャッリマーハラク * ワミンシャッリ 
ガースイキンイザーワカブ * ワミンシャッリ 
ンナッファーサーテイ フイノレウカドウ * ワ ミン 
シャッリハースイデインイザーハサドウ』ビスミッ 
ラーヒッラハマーニッラヒーム『クルアウーズビラッ 
ビンナース * マリキンナース * イラーヒンナース 
* ミンシャッリルワスワースイルハンナース * ア 
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ッラズ イーユワスウイスフイースドウー リン ナース 


* ミナルジンナティワンナース』 （ X 3 回） 

「慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。『言え、 

《かれはアッラー、唯一なる御方であられる。*アッラー 
は、自存され，*御産みなさらないし、御産れになられた 
のではない。 * かれに比べ得る、何ものもない。》』【純正 
章：1〜4】慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 

『言え、《梨明の主にご加護を乞い願う。 * かれが創られる 
ものの悪（災難）から、 * 深まる夜の闇の悪（危害）から、 

* 結び目に息を吹きかける（妖術使 V 、の） 女たち の 悪から、 

* また、嫉妬する者の嫉妬の悪（災厄）から。》』【黎明章： 
1 〜 5】慈悲あまねく慈愛深きアッ ラーの 御名において。『言 
え、《ご加護を乞い願う、人間の主、*人間の王、 * 人間 
の神に。*こっそりと忍び込み、曝く者の悪から。 * それ 
が人間の胸に囁きかける、 * ジン（幽精）であろうと、人 
間であろうと。》』【人間章：1〜6】 

:“、 rj 一 iiVU)) -77 
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h v it v) v 

aiU Lj : jiA f ^ js ^ jij /i«」l も 

(^JA 6d^XJ Ud ^Jjll 心 ^ 1-4 

(J-4 viL Jjpt LJ ) 6d^XJ U« JJ^J A>U| ^ l-A ン ^ 

jUl)^ °^4 viL Jj^l Lj j 4 jj£ll f jluj 

.(( j ^ 1 ' ^ 

アスバハナーワアスバハルムルクリツラー（晚であ 
れば：「アムサイナーワアムサルムルクリツラー」と 
言う）。ワルハムドウリツラー。ラーイラーハイツラ 
ツラーフワハダフラーシャリーカラフ。ラフルム 
ルクワラフルハムドウワフワアラークツリ 
シャイインカディール。ラツビアスアルカハイラ 
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マ' ーフィ 1 ーハーザルヤウミ ワハイラマ'—バア 
ダフ（晚であれば：「マーフィーハーズィヒッライリ 
ワハイラ マー バアダハー」と言う）。ワアウーズ 
ビカミンシャツリマーフィーハーザルヤウミ 
ワシャッリマーバアダフ（晚であれば：「マーフィ 
ーハ 1 —ズィヒッライリ ワハイラ マ' —バアダハ 
一」と言う）。ラッビアウーズビカミナルカサリ、ワ 
スーイルキバル。ラツビアウーズビカミンアザー 
ビンフィンナーリワアザービンフィルカブル。 

「主権と讃美がアッラーに帰属する中、私たちは朝（ある 
いは「晩」）を迎えました。唯一で並ぶ者無きお方、アッラ 
一以外に神はいません。主権と讃美はかれの御許にあり、 
かれは全能のお方です。主よ、私はあなたに今日（あるい 
は「今晩」）の良いこととその後の良いことを求めます。そ 
してあなたに今日（あるいは「今晩」）の悪とその後の悪か 
らのご加護を求めます。主よ、私はあなたに怠惰と老衰か 
らのご加護を求めます。主よ、私はあなたに地獄の業火と 
墓の懲罰からのご加護を求めます。」 
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iLj 斗ゆ ）） -78 
. ((<^)j ‘。 t*Lj 

アッラーフンマビカアスパハナー。ワビカアムサ 
イナー。ワビカナハヤー、ワピカナムートウワ 
イライカンヌシュール。 

「アッラーよ、あなた（のご意志）により朝を迎えました。 
あなたにより夜を迎えました。あなたにより私たちは生き、 
あなたにより私たちは死にます。そして（死後蘇らされ） 
集められる先はあなたの御許です。」 

uij ‘ ぷ ! M V 3 ゆ )) -79 

Jjp) .dj^\ U ^ U Ij 

f jjIj WX • リ f jj I (CjaX^ Ua J-UJ ^ viL 
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アツラーフンマアンタラツビーラーイラーハイ 
ツラーァントウ。ハラクタニーワァナァブドウク。 
ワァナァラーァハディカワワァディカマスタ 
タァトウ。アウーズビカミンシャツリマーサナ 
ァトウ。ァブーウラカビニァマティカァライヤ、ワ 
アブーウビザンビーファグフイルリーファインナ 
フラーヤグフイルツズヌーバイツラーアンタ。 

「ァツラーよ、あなたは私の主であなたの他に神はいませ 
ん。あなたは私をあなたのしもべとして創造されました。 
私は出来る範囲であなたとの契約と約束を守ります。私は 
あなたに私の成した悪からのご加護を求めます。そして私 
に対するあなたの恩恵と私自身の罪とともに、あなたの御 
許へ帰り行きます。ですから私を御赦し下さい。あなた以 
外に罪を赦される方はいません。」 

㈣ ））-so 
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^ ii^bb ^ v cjj! vi 
(( (^ yj ) ^jj 

アツラーフンマインニーアスバハトウ（晚だったら「ア 
ムサイトウ」 と言う）。 ウシュヒドウカワウシュヒド 
ウハマラタアルシカ、ワマラーイカタカワジャ 
ミーアハルキカ、アンナカアンタツラーフラーイ 
ラーハイツラーアンタワハ ダカ ラーシャリー カ 
ラク。ワアンナムハンマダンアブドウカワラス 
ールク。 ( X 4 回） 

「アツラーよ、私は朝を迎えました。（あるいは「晩を迎え 
ました」）私は、あなたがあなた以外に神がない唯一の並ぶ 
者無きアツラーであり、ムハンマドがあなたのしもべであ 
りあなたの使徒であるということを、あなたとあなたの玉 
座を支える天使たちとその他の天使たち、全てのあなたの 
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創造物の証言でもって証言します。」 



Uj ..11 m ^ 斗メ ゞ ^3 _ 



アツラーフンママーアスパハビー（晚だったら「ア 
ムサービー」と言う）ミン ニァ マテインアウビ 
アハデインミンハルキク。ファミンカワハダカ 
ラーシャリーカラク。ファラカルハムドウワラカ 
ツシュクル。 

「ァツラーよ、私あるいはあなたの創造物の誰かが朝（あ 
るいは「晩」）を迎えた恩恵は、唯一で並ぶもの無きあなた 
からのものです。ですからあなたを讃美し、あなたに感謝 
します。」 


^ ^ ^ ))-82 



^ VI M ^ ^ 

レ斗 ijjftlj Jkl\ 6- !ijc! Jj 
(( d^i) ゞ! 4 ゞ‘ jjiJl 

アツラーフンマアーフイ ニー フイ ー バ ダニー。 アツ 
ラーフンマアーフイ ニー フイ ー サムイー。アツラー 
フンマアーフイ ニー フイーバサリー。ラーイラー 
ハイツラーアントウ。アツラーフンマイン ニー ア 
ウーズ ビカミナ ルクフリ、ワルファクル。ワアウー 
ズ ビカ ミンアザービ>^レ カブ ノレ。ラーイラーハイ 
ツラーアン トウ。 （ X 3 回） 

「ァツラーよ、私の肉体を、聴覚を、視覚をお守り下さい。 
あなたの他に神はいません。ァツラーよ、私はあなたに不 
信仰と貧しさからのご加護を求めます。そして墓の懲罰か 
らのご加護を求めます。あなたの他に神はおりません。」 
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jAj (Cjikjj jA Vj V )) -83 

(( (办 ^ cA^j 

ハス ビヤッラ ーフラー イラ ーハ イッ ラー フワア 
ライヒタワッカルトウワフワラッブルアルシルア 
ズ イー ム。 （ X 7 回） 

「私にはアッラーだけで充分です。かれの他に神はいませ 
ん。私はかれに身を委ねました。かれは偉大なる玉座の主 
であられます。」 

J aiu d ^ )) -84 

d W cS>vij 

。ふ ' f4^' 4 ンし j 4 (i^j 

°CX9 ‘ めふレ gr^t^' ゾビ JJ 


• (( °^4 Jlil °^j\ ^Y\a^x%\ 

アツラーフンマインニーアスアルカルアフワワルア 
ーフイ ヤタ フイツドウニヤーワルアーヒラ。アツラー 
フンマインニーアスアルカルアフワワルアーフイヤ 
タフィーディーニーヮ ドウニヤーヤヮアハリ 
一、ワマーリー。アツラーフンマストウル アウラ ーテイ 
一、ワアーミン ラウア ーテイー。アツラーフンマハフ 
ァズニーミン バイ ニヤ ダイヤ、 ワミンハルフイ 
一、 ワアンヤミーニー、ワアンシマーリー、ワミ 
ンファウキー。ワ アウ ーズビア ザ マテイカアン 
ウグ ターラミンタハティー。 

「ァッラーよ、私はあなたに現世と来世における許しと庇 
護を願います。ァッラーよ、私はあなたに私の宗教、現世、 
家族、財産において許しと庇護を願います。ァツラーよ、 
私の恥部を隠し、私の恐れをお沈め下さい。ァッラーよ、 

112 



私の前、後ろ、左右、上から私をお守り下さい。私はあな 
たの偉大さにより、足元から崩壊させられることからのご 
加護を求めます。」 

a 3 LLA\ jJala J tJal\ ^ )) -85 

V) ^U) V b' JS Lij 

pUal^il) J-JL b-j (iL jjc) ‘oi 

j' ‘Oj 


. (( 

アッラーフンマアーリマルガイビワッシャハーダテイ 
ファーテイラッサマーワーテイワルアルドウ。ラッバ 
クッリシャイインワマリーカフ。アシュハドウア 
ッラーイラーハイッラーアントウ。アウーズビカ 
ミンシャツリナフスイー、ワミンシャツリツシャ 
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イタ ーニ ワシルキヒ。ワアンアクタリファアラ 
ー ナフ スイースー アン、アウアジ ュッ ラフイラ ー 
ムスリム。 

「ァッラーよ、不可視なる世界と可視なる世界を知るお方 
よ、天地の創造主よ、万物の主•支配者よ、私はあなた以 
外に神はないことを証言します。そして自分自身の悪、シ 
ャイターンと多神教の悪から、あなたにご加護を求めます。 
そして自分自身を害すること、或いは誰か他のムスリムを 
害することからの庇護をあなたに求めます。」 

^ A-ll\ )) -86 

.(((〆 メ 

ビスミッラーヒッラーズイーラーヤドウッルマアス 
ミヒシャイウンフイルアルディワラーフイッサ 
マー。ワフワッサミーウルアリーム。 （ X 3 回） 
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「よく聞き知るお方、天地にあるいかなる物もその名とと 
もに害することの出来ないアツラーの御名において。」 


cLuJ ojj fL-Ilb clujJaj )) -87 


• (( (办い 


ラデイートウビツラーヒラツパン、ワビルイスラー 
ミデイーナン、ワビムハンマデインナビイヤー 。（X 
3回） 

「私は アツラーが 主であり、 イスラームが 宗教であり、そ 
してムハンマドが 使徒である こと に 満足 しました。」 



-88 


•(( 必 ^^ y ぶ わ ‘ふぷ 


ヤーハイユヤーカイユーム。ビラ ハマ テイカア 
スタギースアスリフリーシヤアニークッラフ。 
ワラータキルニーイラーナフスイータルファタ 




アイン。 

「永遠に生き、自存するお方よ、私はあなたの慈悲による 
お慰めを求めます。私に関する全ての物事を正し、私を一 
瞬たりとも見捨てないで下さい。」 

Lj A-Jl U \^LJ )) -89 


ふ ^ ：^l t jA aL-l 


Ud jjoi JjpIj “r ム j cAiSjjj 


.((；iu U 

アスバハナーワアスバハルムルク（晚だったら「アム 
サイナーヮアムサノレムノレク」と言う）リツラーヒラ 
ツビルアーラミー ン。 アツラーフン マ イン ニー アスア 
ルカハイラハーザルヤウミ（晚だったら「ハーズイヒ 
ツライラテイ」と言う）：ファトウハフ、ワナスラフワ 
ヌーラフ、ワバラカタフ、ワフダーフ。ワアウーズ 
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ビカ ミンシャツリ マー フイ ーヒ ワシャツリ 
マー パァダフ （晚 だったら「ファ トウ ハハー、 ワナス 
ラ ハー ワヌーラ ハー、 ワパラカタ ハー、 ワフダー 
ハー、 ワアウ ーズ ビカミンシャツリ マー フイ 
ーハー ワシャツリ マー バァダ ハー」 と言う）。 

「私たちは朝（あるいは「晚」 ） を迎えました。主権は全世 
界の主アツラーのものです。アツラーよ、私はあなたに今 
日（あるいは「今晩」）の良いこと：勝利、援助、光、祝福、 
導きを求めます。そして私はあなたに今日（あるいは「今 
晩」）とその後の悪からのご加護を求めます。」 


SjlaS UVwat )) -90 

ig^3 tA 心 


• (( ふが Uj u：^ Q 

アスバ ハナー アラーフイトウラテイルイスラーム。 ワ 
アラーカリマテイルイフラース 。ワ アラーデイ ーニ 
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ナビーイナームハンマデインサツラツラーフアライ 
ヒワサツラム。ワアラーミツラテイアビーナー 
イブラー ヒー マ ハニー フアンムスリマンワ マー 
カーナミナルムシュリキーン。 

「私たちはイスラームという天性のもとに、そして純正の 
言葉のもとに、そして私たちの預言者ムハンマド（彼にア 
ツラーからの祝福と平安あれ）の宗教と、純正な ムス リム 
で多神教徒ではなかった私たちの祖イブラーヒームの宗教 
のもとに朝を迎えました。」 

(( 抑 )）-91 

スブハーナツラーヒワビハムデイヒ。（ X100回） 

「アツラーよ、あなたに賞賛と讃美あれ。」 

^ wJi V VI V )) -92 

((^ ^ ^ >J 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラーシャ 
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リーカラフ。ラフルムルクワラフルハムドウ。ワフ 
ワアラークツリシャイイン カ ディール。 （夜を迎え 
た時10回言う。そうする気力がない時は1回言う） 
「唯一で並ぶ者無きアツラー以外に崇拝されるべきものは 
ありません。主権と讃美はかれにこそ属し、かれは全てに 
おいて全能です。」 

ぬ I U A v ftjkj ciil Vj ^Ul U )) -93 
(( lyi ^ jAj /iaaJI 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラーシャ 
リー カ ラフ。ラフルムルクワラフルハムドウ。ワフ 
ワアラークツリシャイイン カ ディール。 （朝を迎え 
た時100回言う） 

「唯一で並ぶ者無きアツラー以外に崇拝されるべきものは 
ありません。主権と讃美はかれにこそ属し、かれは全てに 
おいて全能です。」 
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l—Ja jj iA, \W J ェ 


6 d 


ふ | (^W°yu )) 


((AjUoikA-UIJ^ AjJJ 


スブハ'ーナツラ'—ヒワビハムデイヒ：アダダハルキ 
ヒ、ワ リダ ーナフスイヒ、ワ ズ イナタアルシヒワ 
ミダーダカリマーティヒ。 （朝を迎えた時 3 回言う） 
「創造物の数だけ、（ァッラー）御自身の御満悦を得るまで、 
玉座の装飾の重さだけ、そして御言葉が書かれたインクの 
量だけ©私はァッラーを称賛し、ァッラーを讃えます。」 

\Ijjj cUiU Uk. aiU )) -95 



アツラーフンマイン ニー アスアルカイルマンナー 
フイアー。ワリズカンタイイパー。ワアマランム 


： 1 > 訳者注：つまりこれらに共通するものは、その数や量の限りな 
さである。 
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タカッパラー。（朝を迎えた時） 

「ァッラーよ、私はあなたに有益な知識と良い糧、そして 
ァッラーによって受け入れられる行為を求めます。」 

((1)^-' )) _ 96 

アスタグ フィルツラーハ ワアト ウーブ イライヒ。 （1 
日100回言う） 

「私はアッラーにお赦しを請い、彼に心から悔悟します。」 

U )) -97 


((# 

アウーズビカリマーテイツラーヒツターンマーテイミ 
ンシャツリマーハラク。 （夜を迎えた時に3回言う） 
「私は完全なるァツラーの御言葉に、彼がお創りになった 
悪からのご加護を求めます。」 

(( ^ ^ )) -98 
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アツラーフンマサツリ ワサツリムアラーナビ 
ーイナームハンマドウ。 （ X10 回） 

「アツラーよ、私たちの預言者ムハンマドに祝福と平安を 
与えたまえ。」 


28. 就寝時のズィクル 
* 心 > ム —-99 

^ jjj * j ： j iL ^011 



* jiiil Vj^ Jj&I Ja iil — 

Cy^Y^j fjj 6-J * U > 

< iA lit —u ン (>j * jskii ^ ^ 
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^ ^ 4ii * o-uii ^ 1 a 

Cj—a * ^jduUll jjjld ^ jil * (jjiUkjt 



「（ドアーの時にするように）両手を合わせ、そこに息を吹 
きかけ、次の言葉を読む。『ビスミッラーヒッラハマーニッ 

ラーヒーム《クルフワッラーフアハドウ * アツ 

ラーフッサマドウ * ラムヤリドウワラムユー 
ラドウ * ワラムヤクッラフクフワンアハド》 
ビスミッラーヒッラハマーニッラヒーム《クルアウーズ 
ビラッビルフアラク * ミンシャッリマーハラク 
* ワミンシャッリガースイキンイザーワカブ 


* ワミンシャツリンナツフアーサーティフィノレ ウ 
カドウ * ワミンシャツリハースィディンイザ 
ーハサドウ》ビスミツラ 1 ー ヒツラ ハマーニ ツラヒーム《ク 
ル アウ ーズビラツビンナース * マリキンナース 

* イラーヒンナース * ミンシャツリルワスワース 
ィルハンナース * アツラズ ィーユワスウィスフィ 
ー スドウ ー リン ナース * ミナ ル ジンナティ ワンナ 
ース》』それから頭•顔 • そこから近い部分から始め、出来 
る限りの体の部分をその両手で撫でる。」（これを3回繰り 
返す） 

「慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。『言え、 
《かれはアッラー、唯一なる御方であられる。*アッラー 
は自存され、*御産みなさらないし、御産れになられたの 
でもない。 * かれに比べ得る、何ものもない。》』【純正章： 
1〜4】慈悲あまねく慈愛深きアツラーの御名において。『言 
え、《梨明の主にご加護を乞い願う。* かれが創られるも 
のの悪（災難）から、*深まる夜の闇の悪（危害）から、 

* 結び目に息を吹きかける（妖術使いの）女たちの悪か 
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ら、 * また，嫉妬する者の嫉妬の悪（災厄）から。》』【黎 
明章： 1 〜 5】 慈悲あまねく慈愛深きアッ ラーの 御名におい 
て。『言え、《ご加護を乞い願う、人間の主、*人間の王、 
* 人間の神に、*こっそりと忍び込み、攝く者の悪から。 
* それが人間の胸に曝きかける、 * ジン（幽精）であろう 
と、人間であろうと。》』【人間章：1〜6】 

v ^ > vj M ^ > -100 


^ ^ Ua Vj 

Uaj Ua Ajjb Vj tj 

fUi Uj Vj Me- °(> 


jAj sJjjj Vj pljUlill 
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『アツラーフラー イラ ーハイツラーフワルハイユ 
ルカイユーム。ラータアフズフスイナトウンワ 
ラーナウム。ラフマーフイツサマーワーテイワ 
マーフイノレアノレドウ。マンザツラズイーヤシュフ 
ァウイン ダフ イツラー ビイズ ニヒ。ヤァラムマ 
ーバイナ アイデ イーヒムワマーハルファフム。 
ワラーユヒートウーナビシャインミンイノレミヒ 
イツラービマーシャー。 ワスイアクルスイーユフ 
ツサマーワーテイ ワルアルダワラーャウードフ 
ヒフズフマー。 ワフワル アリー ユルアズイーム。』 

『ァッラー，かれの外に神はなく，永生に自存される御方。 
仮眠も熟睡も，かれをとらえることは出来ない。天にあり 
地にある全てのものは，かれのものである。かれの許しな 
くして，誰がかれの御許で執り成すことが出来ようか。か 
れは（人々の）以前のことも以後のことをも知っておられ 
る。かれの御意に適ったことの他，彼らはかれの御知識に 
就いて，何も会得するところはないのである。かれの玉座 
は，全ての天と地を覆って広がり，この2つを守って，疲 
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れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。』【雌 
牛章： 255] 


^1)J ^ Cy^ ^ -101 

V fUljjj Ajj£j Ai^b iy»\ JS j 

mjs^ UkJalj cU ^ ^ 

Lil^V * ly^l _ j も 
IIluuj JJ V L^J じ 4 ‘、.“く Ud 

^ U £ (S4 jAi V J lij bfcl jl 

Lib)j UI AiUa V じ : f/'l Vj UL^ ^ 

Ujl^jli Cii U^jl j US ji^lj Up 
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4 

『アーマナツラスールビマーウンズイライライヒ 
ミツラツビヒワルムウミヌーン。クツルンアーマナ 
ビッラーヒワマラーイカティヒワクトウビヒワ 
ルスリヒ。ラーヌファッリクバイナアハデイン 
ミツルスリヒ。ワカールーサミァナーワアタァ 
ナーグフラーナカラッバナーワイライカルマスイ 
ール * ラーユカッリフツラーフナフサンイッラ 
ーウスアハー。ラハーマーカサバトウワアラ 
イハーマクタサバトウ。ラッバナーラートウァー 
ヒズナーインナスイーナーアウアフタアナー。 
ラッパナーワラータハミルアライナーイスラン 
カマーハマルタフアラッラズイーナミンカブリナ 
一0 フツバナー ワ フー トウ ノヽン ミノレナー マー 

ラーターカタラナービヒ。ワァフアンナーワ 
グフイルラナーワルハムナーアンタマウラーナー 
ファンスルナーアラルカウミルカーフイリーン』 
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『使徒は、主から下されたものを信じる。信者たちもまた 
同じである。（彼らは）皆、 アツ ラーと天使たち、諸啓典と 
使徒たちを信じる。私たちは使徒たちの誰にも差別をつけ 
ない（と言う）。また彼らは（祈って）言う。《私たちは、 
(教えを）聴き、服従します。主よ、あなたの御赦しを願 
います。（私たちの）帰り所はあなたの御許であります。》 
* アツ ラーは誰にも、その能力以上のものを負わせられな 
い。（人々は）自分の稼いだもので（自分を）益し、その稼 
いだもので（自分を）損う。《主よ、私たちがもし忘れたり、 
過ちを犯すことがあっても咎めないで下さい。主よ、私た 
ち以前の者に負わされたような重荷を、私たちに負わせな 
いで下さい。主よ、私たちの力でかなわないものを，担わ 
せないで下さい。私たちの罪障を消滅なされ、私たちを赦 
し、私たちに慈悲をおくだし下さい。あなたこそ私たちの 
愛護者であられます。不信心の徒に対し、私たちを御助け 
下さい。》』【雌牛章: 285〜286】 

斗 j 4 4^-W)) -102 
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‘I 麵 li b'j ^ 

((^jUp 4-. MxiU 

ビスミカラツビーワダァトウジャンビー、ワビカ 
アルファウフ。ファ イン アム サクタナフスイー フ 
ァルハムハー。 ワイン アル サルタ ハー ファハファズ 
ハー、 ビ マー タ ハファズ ビヒイ バー ダカツサーリヒ 
ーン〇 

「私の主であるあなたの御名において、私は体を横たえま 
した。そしてあなたによって起き上がります。ですから、 
もしあなたが私の魂を（引き続きこの世に）留め置くとい 
うのなら、それにお慈悲をおかけ下さい。そしてもしそれ 
を（再び目覚めさせることなく）旅立たせるというのなら、 
あなたの敬虔なしもべたちを守るところのものでもって、 
それをお守り下さい。」 

^ cli 3 cjsk i ^ )) -103 
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b)j u^ib) ^ ^ 

アッ ラー フンマインナカハラクタナフスイ ー ワ 
アンタタワッファー ハー。ラ カ ママ ートウ ハー ワ 
マハヤ ー ハー。 インア ハヤ イタ ハー ファ ハ ファ ズハー。 
ワインア マッタハー ファグフイルラ ハー。 アッラ 
ー フンマイン ニーアスアルカルアーフイヤ。 

「ァッラーよ、あなたこそ私の魂を創造され、そしてそれ 
を死なせるお方です。生かすも殺すもあなた次第です。も 
し生かして下さるのであれば、それをお守り下さい。もし 
御許へ召されるというのであれば、それをお許し下さい。 
ァッラーよ、私はあなたに庇護を求めます。」 

4 y ㈣)-104 

(( ^ 
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アツラーフンマキニーアザーパカヤウマタブアス 
イバーダク （ X 3 回） 

「アツラーよ、あなたのしもべが蘇らされるその日、私を 
あなたの罰からお守り下さい。」 

(( 純 か W )) -105 

ビスミカツラーフンマアムートウワアハヤー。 

「アツラーよ、あなたの御名において私は死に、そして生 
きます。」 

c 4_ U ^‘ 4_11! bA ))-106 

((3 

スブハーナツラー （X 33回）。ワルハムドウリツラー （X 
33回）。ワツラーフアクパル （ X 34 回）。 

「アツラーに称えあれ （33 回）。アツラーにこそ全ての賞 
讃あれ （33 回)。アツラーは偉大なり （34 回)。」 
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Vjj ptjl_-iJtLj s 卜ふ )）-107 

JS ljjj Luj o-jxlt VjJ ‘0^3?' 

Jj—Luwii 

,*dj JS jajj °(^a jj&l 

Llu.jjj dul ‘ダリ yaUj 

^±Sjk >iki cJ \j ‘。 ^riu ^.vi 
LJfr o^l ： 9 .^ 0 -¢ Cj：ij ふい 

((>t 6- uilj 

アツラーフンマラツバツサマーワーテイツサ ブイ ワ 
ラツバルアルデイワラツバルアルシルアズイーム。ラ 
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ッバナーワラッパクッリシャイ。ファーリカルハ 
ッビワンナワ ー、 ワムンズイラッタウラーテイワル 
インジーリ、ワルフルカーン。アウーズピカミンシ 
ャツリクツリシャイインアンタアーヒズンビナ 
ースイヤティヒ。アツラーフンマアンタルアウワルフ 
ァライサカブラカシャイ。ワアンタルアーヒルフ 
ァライサバァダカシャイ。ワアンタッサーヒルフ 
ァライサファウカカシャイ。ワアンタルパーテイヌ 
ファライサドウーナカシャイ。イクデイアンナッダ 
イナワアグニナーミナルファクル。 

「アッラーよ、7層の天の主、大地の主、偉大なる玉座の 
主よ、私たちの主、万物の主、実と芽を芽吹かせるお方、 
タウラート（トーラー）とイン ジール （福音）とク ルアー 
ンを下したお方よ、私はあなたに全ての物の悪からのご加 
護を求めます。あなたはそれらのものの前頭部をお掴みに 
なられるお方です。アッラーよ、あなたは過去の永遠から 
存在されたお方で、あなたの前には何も存在しません。あ 
なたは未来の永劫にかけて存在されるお方で、あなたの後 
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には何も存在しません。あなたは最も高きにおられるお方 
で、あなたの上には何も存在しません。あなたは最も近く 
におられるお方で、あなたより近くには何も存在しません。 
私たちの負債を返済させ、貧困を取り除いて下さい。」 

cUU-u-j UL^\ , 5 U! U ))-108 

(((i Vj V # iUljlj cUliSj 

アルハムドウリッラーヒッラズイー アト ウアマナーワ 
サカーナー、ワカファーナー、ワアーワーナー。ファ 
カム ミンマッラーカーフイヤラフワラー ムウ 
ゥィー。 

「私たちを食べさせ、飲ませ、満足させ、保護されるァッ 
ラーに賞賛あれ。満足することなく、保護され安らぐ場所 
もない者たちも山ほどいるというのに。」 

jLLJ ，ゾ ⑽ j \%\\ ㈣ ）） -109 
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■ ^ ‘A ぐ jUj JS Ljj CjIjI 41 Al\| 

‘メンレ斗 vi aji v °d 

jl ‘If^uu ^Ulij 」 jifi ) 。り iAi(jU^LuJI 


.(( iA s ^' 

アツラーフンマアーリマルガイビワツシャハーダ。 
ファーテイラッサマーヮーテイワノレアノレドウ。ラッバ 
クツリシャイインワマリーカフ。アシュハドウア 
ッラーイラーハイッラーアントウ。アウーズビカ 
ミンシャツリナフスイー。ワミンシャツリツシャ 
イターニワシルキヒ。ワアンアクタリファアラ 
ーナフスイースーアン、アウアジュツラフイラー 
ムスリム。 

「ァッラーよ、不可視なる世界と可視なる世界を知るお方 
よ、天地の創造主よ、万物の主•支配者よ、私はあなた以 
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外に神はないことを証言します。そして自分自身の悪、シ 
ヤイターンとシルク®の悪から、あなたにご加護を求めます。 
そして自分自身を害すること、或いは誰か他のムスリムを 
害することからの庇護をあなたに求めます。」 

ば汕 kSSjUi > j < y ⑽ Jj jjj * 4 - 110 

アッサジダ章（平伏礼章）とアルムルク章（大権章）を 
読む。 

cIAJ\ ))-111 

^ 城‘ _ み j 

VI 'AlA V r 4 Sj Aikjj Aa&j 


①訳者注：シルクとは、信仰やイバーダ（崇拝行為）において、 
ア ッ ラーに他の何ものかを並置すること。 
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((diluuj) iCAjl\ :バ jlw 

アツラーフンマアスラムトウナフスイーイライク。 
ワファウワドウトウアムリーイライク。ワワツジ 
ヤノ、 トウワジユヒーイライク 0 ワアルジヤアトウ 
ザハリーイライク。ラグバタンワラハバタンイラ 
イク。ラーマルジャアワラーマンジャーミンカ 
イツラーイライク。アーマントウビキタービカツラズ 
イーアンザルトウ。ワピナビーイカツラズイーア 
ルサルトウ。 

「ァツラーよ、私は我が身をあなたに帰依させ、私のこと 
をあなたに委ねました。そして私の顔をあなたに向け、私 
の背中をあなたの庇護の御許に置きます。あなたを望み、 
あなたを畏れてあなたからの避難所も救済もあなたのも 
と以外にはありません。私はあなたが下したあなたの啓典 
と、あなたが遣わしたあなたの預言者を信じます。」 


①つまりアッラーの報奨を望み、かれのお怒りや懲罰を恐 
れること。 
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29. 夜に寝返りを打った時のドアー 
Lj cjl 一_㈣1 ■■■■ ,^\ iit VI ^一- Sj V )) -112 

((ptjl—<uJI 

ラーイラー ハ イツラツラーフルワ ーヒ ドウルカツ ハー 
ル、ラツブツサマーワーティ ワルアルディ ワマー 
パイナフマルアズ ィー ズルガツファ ー ル。 

「唯一者で支配者であるァッラーの他に神はありません。 
天地とその間にあるものの主、威光高く許し深 v ヽお方よ。」 

30. 睡眠時の恐怖や寂しさを感じた時の 
ドァー 

°(^a CA , W )) -113 


j . s ポ 〆〆 

(jlJ ‘ ^,u\\ (d 
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(( 

アウ ーズビ カリ マーティツラーヒツターンマーティミ 
ンガ ダビヒ ワ イカ ービヒ。ワシャツリ イ バーデ 
ィヒ。ワミン ハマ ザーティツシャヤーティーニワ 
アンヤノ、ドウパ^ーン。 

「私はァッラーの完璧な御言葉をもって、彼の怒り、懲罰、 
彼のしもべのもたらす悪、シャイターンの囁き、そしてシ 
ャイターンが私のもとへやって来ることからのご加護を求 
めます。」 

31. 良い夢や悪夢を見た時にすること 

114 —高潔な夢はァッラーから、悪 v ヽ夢は悪魔からのも 

のである。喜ばしい夢を見たら愛する人にだけ話すべきで 
ある。 

悪い夢を見たときには次のようにする。 

「左側に息を吹きかける。 （ X 3 回)」 
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「シャイターンと見た悪夢からの アツ ラーのご加護を求め 
る （「アウ ーズビツラーヒ ミナ ツシヤイターニツ ラジ ー 
ム （呪われるべきシャイターンから アツ ラーの御加護を求 
めます)」と3回言う）。」 

「そしてそれまでとは逆の方を向いて寝る。」 

「その内容は誰にも話さない。」 

115—「もし望むならば、礼拝のために起き上がる。」 

32. ウィトルの礼拝時のクヌートのドアー 

6^ ‘一 兒一 ㈣) -lie 

し ！^ 

^ 6- vj] 
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アツラーフンマハディニーフィーマンハ ダイ トウ。ワ 
アーフイニーフイーマンアーフアイトウ。 ワタワ ツ 
ラニーフィーマン タワ ッ ライ トウ。 ワ パー リクリ 
ーフィーマーアァ タイ トウ。ワキニーシャッラ 
マー カダイ トウ。ファイン ナカタク ディー ワ ラー 
ュクダー アライク。 イン ナフ ラーヤズィツルマン 
ワー ライ トウ。 （ワ ラー ヤイ ッズマンアーダ イト 
ウ） タ パーラ クタ ラッパナーワタアー ライ トウ。 

「アッラーよ、あなたが導かれた者の中に私を導いて下さ 
い。あなたが護った者の中で私を護って下さい。あなたが 
その諸事を引き受けられた者の中で、私の諸事をお引き受 
け下さい。そしてあなたが与えて下さったものにおいて私 
を祝福して下さい。そしてあなたが運命付けた悪から私を 
御護り下さい。あなたこそが判決を下されるお方で、判決 
される者ではありません。あなたは、あなたが保護された 
者を辱めることはありません。（そしてあなたから敵対され 
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た者は、権勢を得ることはありません）私たちの主よ、あ 
なたは祝福に溢れた崇高なお方です。」 


‘哗 C J 1 ^ )) -117 





j| Cn\ ‘Kfc ^Uj 


アツラーフンマイン ニー アウ ーズビ リダ ーカミン 
サハテイク。ワビムアーファーテイカミンウクーパ 
テイク。ワ アウ ーズビカミンク。ラー ウ フスイー 
サナーアンアライカ、アンタカマーアスナイタア 
ラーナフスイク。 

「ァツラーよ、私はあなたのご満悦によってあなたのお怒 
りからの、そしてあなたの寛容さによってあなたの懲罰か 
らの、あなたによる、あなたからのご加護を求めます。私 
たちはあなたが御自身を讃美されたようにあなたを讃美す 
ることはできません。」 
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ぶ叫 ^ )) -118 

b] ㈤ j 

： ^L^ Ul ゆ 'diJ^i 头ふ 

‘成 Vj ‘ _ み 

.(( ㈣ ‘斗 

アツラーフンマイーヤーカナアブドウ。ワラカヌ 
サツリーワナスジュドウ。ワイライカナスアー 
ワナハフイドウ。ナルジューラハマタカ、ワナフシ 
ヤーアザー パク。 インナアザーバカビルカーフイリ 
ーナ ムルハク。アツ ラー フンマイン ナー ナスタイ ー 
ヌカ、ワナスタグフイルク。ワヌスニーアライカル 
ハイラ、ワラーナクフルク。ワヌウミヌビカ、ワ 
ナフ ダウ ラク。ワナフ ラウ マンヤクフルク。 
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「アッラーよ、あなたを私たちは崇拝し、あなたに祈り跪 
き、あなたへと向かって奔走し奉仕し、あなたのご慈悲を 
願い、あなたの懲罰を怖れます。あなたの懲罰は必ずや不 
信仰者たちに降りかかります。アッラーよ、私たちはあな 
たにご援助とお赦しを求めます。そしてあなたをよく讃美 
し、あなたへの不信仰には陥りません。私たちはあなたを 
信仰します。私たちはあなたに服従し、あなたを信仰しな 
い者から背き去ります。」 


33.ウイトルの礼拝のサラーム後のズイクル 
4 aU_ll Lj )) (( )) -119 

(( り 

スブハーナル マリ キルクッドウース （ X 3 回） （3 回目は声 
に出して言い、次の言葉を付け足す。）ラッビルマラーイカ 
テイワツルーフ。 

「聖なる王者に称えあれ （3 回目には「天使たちとジブリ 
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ールの主」と付け足す)。」 


34. 苦悩と悲しみの際のドアー 
^ ぬ lA ㈣ ）） -120 

ti^jCuaa Jllfr ^ q^L» ^tu^aLi 

knji ji rduij^, —i あ aiy 

fjk Aj Ljjjllujt j) °^a t^kt °j) (^LU£ 

jij Di>i °d ‘« み 

• (( ( J ^ 一知 J 

アツラーフンマインニーアブドウク。イブヌアブデ 
ィク。イブヌアマティク。ナースィヤティービヤディ 
ク。マーデインフイーヤフクムカ、アドウルンフイ 
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ーヤカダーウタ。アスアルカビクッリスミンフワ 
ラク。サンマイタビヒナフサク。アウアンザルタフ 
フイーキタービク。アウアッラムタフ アハ ダン ミ 
ン ハルキク。アウイスタアサルタビヒフイーイル 
ミ ルガイビインダク。アンタジュアラルクルアーナ 
ラビーアカルビー。ワ ヌーラ サドウリー。ワジャ 
ラー アフズ ニー。 ワ ザハーバハンミー。 

「アッラーよ、私はあなたのしもべです。あなたの男のし 
もべの息子で、あなたの女のしもべの息子です。私の前頭 
部①はあなたの御手に委ねられています。あなたの私に対す 
る裁定は既に成され、私に関するあなたの判決は公正です。 
私はあなたが自らそう名付けられた、あるいはあなたの啓 
典の中で下された、あるいはあなたがあなたの創造物に教 
えられた、あるいはあなたがそれでもって不可視なる知識 
を占有されていることを示した全ての御名において、クル 
アーンを私の心の春とし、私の胸中の光とし、私の悲しみ 


①校閲者注：前頭部には大脳の部位の一つである前頭葉がある。 
前頭葉は思考、判断などの精神作用において重要な働きを営む。 
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や不安を取り除くものとして下さい。」 


))-121 

• (( 

アツラーフンマインニーアウーズビカミナルハン 
ミワルハザン。ワルアジュズイワルカサル。ワルプフ 
リヮルジュブン。ヮダライツダイニヮガラパティ 
ツリジャール。 

「ァッラーよ、苦悩と悲しみから、無能と怠惰から、吝嗇 
と臆病から、借金の重みと男たちの圧制からのご加護を求 
めます」 


35. 心配を除去するドアー 
iil VI ^Uj V VI Al \ V )) -122 
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Vjj vt aji v Lj 


.((oM Wj Ain 

ラーイラーハイッラッラーフルアズィームルハリーム。 
ラーイラーハイッラッラーフラップ'ルアルシルアズ 
ィーム。ラーイラーハイッラッラーフラップッサマ 
ーワーティワラップルアルディワラッブルアルシ 
ルカリーム。 

「偉大かつ寛大なァッ ラー 以外に神はなく、偉大なる玉座 
の主であるァッ ラー 以外に神はなく、天地の主 • 貴い玉座 
の主ァ ッラーの 他に神はいません。」 

‘jVj )) -123 

Cn\ Vj AJj V ^Luj Aijla 

アッラーフンマラハマタカアルジューファラータ 
キルニーイラーナフスイータルファタアイン。ワ 
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ア スリフ リーシヤアニークツ ラフ。 ラー イラ ーハ 
イツラー アン トウ。 

「ァッラーよ、あなたのご慈悲を願います。私を一瞬たり 
とも見捨てないで下さい。私に関すること全てを正してく 
ださい。あなた以外に神はいません。」 

Caji V ) V ))—124 



ラーイラー ハ イツラーアンタスブ ハー ナカイン 
ニークントウミナツザーリミーン。 

「あなた以外に神はいません。あなたに称えあれ。私は本 
当に罪悪者の類でした。」 

((Uli ^ V Jij iil iil )) -125 

アツラーフアツラーフラツビーラーウシュリク 
ビヒシャイアー。 

「アツラー、アツラーこそ私の主、私はかれに何ものも並 
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ベて拝しません。」 


36 . 敵や権力者に会う時のドアー 
レ斗 J U ))-126 


. (( 

アツラーフンマインナーナジュアルカフイーヌフ 
ーリヒム。ワナウーズビカミンシュノレーリヒム。 

「ァッラーよ、私たちはあなたを彼らに対する護りとし、 
あなたに彼らの諸悪からのご加護を求めます。」 

Cutj ifjXuOS' Cjj) )) —127 


.((Jjlii d/j ^Lj cjjkl 

アツラーフンマアンタアドウディー。ワアンタナ 
スイーリー。ピカアジュール。ワビカアスール。ワ 
ビカウカーティノレ。 
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「アツラーよ、あなたは私の力で、あなたは私の援助者で 
す。あなたによって遠征し、あなたによって攻め入り、あ 
なたによって戦います。」 


(( み J ‘ぶ U 1 A )) -128 

ハス ブナ ツラーフ ワ ニアマル ワキ ール。 

「私たちにはアツラーがいれば十分です。アツラーこそ最 
高の庇護者です。」 

37. 権力者の不正を恐れる者のドアー 
Vjj pljU _ ULj ))-129 

°J 1-^1 iajflj Ajljklj 

.((Ca：! Vj ^U) Vj c^jUj jC 
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アッラーフンマラッバッサマーワーテイッサブイ、ワ 
ラッパルアルシルアズイーム。クッリージャーランミ 
ン フラーニブニフラーニン（ここに対象となる者の名 

前をあてはめる） 、ワアハザービヒミンハラーイキカ、 
アンヤフルタアライヤアハドウンミンフムアウ 
ャトウガー。アッザジャールカ、ワジャッラサナー 
ウカ。ワラーイラーハイッラーアントウ。 

「アッラーよ、7層の天と偉大な玉座の主よ、 何某（ここ 
に対象となる者の名前を入れる） とその徒党が私を虐げる 
ことのないよう、私の隣人（守護者）になって下さい。あ 
なたの隣人となった者こそ強大で、あなたへの讃美こそ崇 
高です。あなた以外に神はありません。」 

‘1 I 置メ> )) 一 130 

vi v ub 6 jikij l !\^\ 4 

ブ上 j 5^1 Cj) 3 1^uA\ 4u 二」 
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5 b^ f4^' 4 o^'j ぜ c^pUilj Aflit j 

^jL^j >J ,^jUS ‘〆 メレし !^ 

(( ぬ〒： 9 m 

アッラーフアクバル。アッラーフアアッズミンハ 
ルキヒジャミーアー。アッラーフアアッズミンマー 
アハーフワアハ ザル。アウ ーズビッラーヒッラーズ 
ィーラーイラーハイッラーフ。アルムムスィキッサ 
マー ワーティッサブイアンヤカァナアラルアルディ 
イッラービイズニヒ、ミンシャッリ アブディ カ2： 
ラーニン（ここに対象となる者の名前を入れる） 、ヮジュ 
ヌーデイ ヒワ アト ウバーイヒワアシュヤーイヒ、 
ミナ ルジンニワルインス。アツラーフンマクッリー 
ジャーランミンシャッリヒム。ジャッラ サナ ーウカ 
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ワアツザジャールカ。ワタバーラカスムカ、ワラ 
ーイラーハガイルク。 （ X 3 回） 

「アツラーは偉大なり。アツラーは全ての彼の創造物より 
偉大なり、アツラーは私が恐れ私が警戒するもの以上に強 
大なり。私は彼以外に神は無く、彼の許可なしには大地に 
崩れてしまうところの7層の天を支えるお方アツラーに、 
人とジンから成るあなたのしもべの 何某（ここに対象とな 
る者の名前を入れる） と彼の軍隊 • 追従者たち.その一派 
の悪からご加護を求めます。アツラーよ、彼らの悪から私 
を護る隣人（守護者）になって下さい。あなたへの讃美こ 
そ崇高で、あなたの隣人こそ強大です。あなたの御名は祝 
福に溢れ、あなた以外に神はありません。」 

38. 敵に対するドアー 
产 >1 说 ㈣）-131 

.((pjljj ^ 一如 


155 





アツ ラー フンマムンズイラルキタ ーブ。 サリーアルヒサ 
ーブ。 イフズイミルアハ ザーブ。 アツ ラー フンマフズイム 
フムワザルズイルフム。 

「アツラーよ、啓典を下されたお方よ、清算を敏速になさ 
れるお方よ、敵軍を敗走させて下さい。アツラーよ、彼ら 
を揺るがせ敗走させて下さい。」 

39. 人々を恐れる時に言うドアー 

(( ^ ))-132 

アツラーフンマクフイ ニー ヒムビ マー シウタ。 

「アツラーよ、あなたが望む方法で私を彼らからお護り下 
さい。」 

40. 信仰心に疑問が生じた者のドアー 
133—「疑いを持ったことからアツラーにご加護を求め 


る〇」 
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((AiLjj 4_11L 七 )) -134 

アーマン トウ ビッラー ヒワ ルス リヒ。 

「私はアッラーと彼の預言者たちを信じます。」 

㈣ J >Ual)j ^\ 3 JjS?l > > -135 

フワルアウワルワルアーヒルワッザーヒルワルパ 
ーテイヌワフワビクッリシャイインアリーム。 
『アッラーよ、あなたは過去の永遠から存在されたお方。 
未来の永劫にかけて存在されるお方。最も高きにおられる 
お方。最も近くにおられるお方です。そしてかれは全ての 
事物を熟知なされます。』【鉄章： 3】 

41. 借金返済のドアー 
U&b ‘みレみ娜 — ? )) -136 
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アツラーフンマクフイ ニー ビハラーリカアンハラー 
ミカワアグニニービフアドウリカアンマンスイ 
ヮーカ。 

「アツ ラーよ、私を ハ ラームのものではなくあなたの ハラ 
ールのもので充分として下さい。①そしてあなたの恩恵に 
よって、あなた以外の者を私に必要無くして下さい。」 

^ 一斗 W d ㈣） -137 

(((J ❷ 

アツ ラー フンマイン ニー アウ ーズ ビカミナルハン 
ミワルハザン。ワルアジ ュズイ ワルカサル。ワルプフ 


① 訳者注： ハラームとは イス ラーム 法上非合法と規定された物事 
で、ハラールとは そこにおいて合法と規定された物事。 
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リワルジュブン。ワダライツダイニワガラパティ 
ツリジャール。 

「アツラーよ、苦悩と悲しみから、無能と怠惰から、吝嗇 
と臆病から、借金の重みと男たちの圧制からのご加護を求 
めます。」 


42. 礼拝や読誦時の 
悪魔の囁きに対するドアー 

(((> )) -138 

アウ ーズビッラーヒ ミナッシヤイターニッラジーム。 
(そして左の方に3回唾を吐く） 

「私はアッラーに、呪われるべきシャイターンからのご加 
護を求めます。」 

43. 物事に困難を見出した者のドアー 
^ し ゞ ！ V )) -139 
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アツラーフンマラーサハライツラーマージャア 
ルタフサハラー。 ワアンタタジュアルルハズナ 
イザーシウタサハラー。 

「アツラーよ、あなたが容易くしたことだけが容易くなる 
のです。あなたが望めば悲しみも容易くなります。」 

44. 罪を犯した者が言い、行うこと 

140—「罪を犯したしもべが体をよく清め、立ち上がっ 

て 2 ラカートの礼拝をし、それからアツラーに許しを乞え 
ば、アツラーはその罪を許されないことがない。」 

45. 悪魔とその囁きを放逐するドアー 

141一 「アツラーにシャイターンからのご 加護を求め 


る〇」 
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142 —「アザーンを言う。」 

143一「ズイクルの言葉を唱え、クルアーンを読む。」 

46. 望まないことや止むを得ないことが 
起こった時のドアー 

((f Ui Uj > )) -144 

カダルッラーヒワマーシャーアファアル。 

「ァッラーは運命を定め、かれが望むことを行われた。」 

47. 出産祝いの言葉とその返事 

^ ^ ili iSjU )) -145 


(( t>ji 

バーラカツラーフラカフイルマウフ ービ ラク。ワ 
シヤカルタルワーヒブ。ワバラガアシュツダフ、ワル 
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ズィクタビツラフ。 

「あなたに授けられた子供に関してアツラーがあなたを祝 
福して下さいますように。そしてあなたが子供を授けたお 
方に感謝しますよう。そして彼が成長した後には、あなた 
が彼の孝行を受けますように。」 

‘I ^ 1 ^- 4 .j 專砂 j 』 A 砂 ）) 

((kilSjjj 

(そ して祝福を受けた者は相手に次のよう に 返す） パーラ 
カツラーフラカワパーラカアライク。ワジャザ 
一カツラーフハイラー。ワラザカカツラーフミスラ 
フ、ワアジュザラサワーパク。 

「アツラーがそのことを祝福しますように。そしてあなた 
にも祝福あれ。アツラーがあなたにも良い報奨を授けて下 
さいますように。そしてアツラーがあなたに同じように子 
をお恵みになり、あなたへ多くの報奨を授けて下さいます 
ように。」 
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48. 子供のための魔よけ 

ア ッラーの 御使いは孫のアル= ハ サンとアル=フサイン 


に、次のような御加護の言葉を用いて祈願した： 


)) -146 


.(( OjC JS あみ Uj oUali 

ウイーズクマービカリマーテイッラーヒッターンマ。 
ミンクッリシャイターニンワハーンマ。ワミン 
クッリアイニンラーンマ。 

「私はあなた方2人®のために、完全なァッラーの御言葉に 
よって、全てのシャイターンと毒を持つ生物から、そして 
悪をもたらす全て邪視からのご加護を求めます。」 


①「あなた」と単数2人称で言う場合は、冒頭の「ウイーズクマ 
一」を「ウイーズカ（男性)」あるいは「ウイーズキ（女性)」と 
言い換える。また「あなた方」と複数2人称で言う場合は、同様 
に「ウイーズクム（男性、あるいは男女混合)」あるいは「ウイー 
ズクンナ（女性)」と言い換える。同様に「彼」の場合は「ウイー 
ズフ」、「彼女」の場合は「ウイーズハー」、「彼ら」の場合は「ウ 
イーズフム」、「彼女たち」の場合は「ウイーズフンナ」。 
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49. 見舞い時の病人へのドアー 


((fUi b ] u-t V )) -147 

ラーパ アサ タフールンインシャーアツラー。 

「大きな問題ではありませんよう。 ァッ ラーがそうお望み 
であるならば、あなたの（罪という）汚れが清められます 
ように。」 

‘が I Vj JU )) -148 


(( 


アスアルツラーハルアズイーマラツパルアルシルアズイ 
ーミアンヤシ ュ フイヤ カ。 （ X 7 回） 

「私は、偉大なるァッラー、偉大なる玉座の主にあなたを 
癒して下さることを祈ります。」 

50. 病人を見舞うことの徳 
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149 —預言者（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は 


言った。「ムスリムの兄弟を見舞う者は、彼のもとを訪れて 
そこに腰を下ろすまで楽園の道を歩んでいる。そして腰を 
下ろしたときには、慈悲が彼を包み込む。もしそれが朝だ 
ったのなら、 7 万の天使が夜になるまで彼を祝福する。そ 
してもし夜だったのなら、やはり 7 万の天使が朝を迎える 
まで彼を祝福する。」 

51. 死期が迫った病人のドアー 
^ 一 ■Sj ^ ^ )) -150 

(( ^ 说 

アツラーフンマグフイルリーワルハムニーワアル 
ヒクニービツラフイーキルアアラー。 

「アッラーよ、私を御赦し下さい。私にご慈悲をおかけ下 
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さい。最高の同伴者の御許 ® へと、私をお召し下さい。」 


ひ aj^ bl A ゞ ！岣 ゞ ））— 151 

「預言者は自らの死に瀕した時、彼の両手を水につけさせ 
ると、その手で顔を撫でて次のように唱えた： 

ラーイラーハイツラツラーフインナリルマウテイ 
ラサ カラートウ。 

『アッラー以外に神はなし、本当に死とは苦しいものであ 

る。』」 

ふム j 必 ゞ ！ M V : jk\ Aiitj Vj iU) V )) -152 

v) M ^ ^ v v) v 

V) Vj Jp. Vj ciil V) V /ioJI 

•((PW 

①訳者注：「最高の同伴者」とはアツラー、あるいは以前の預言者 
たちなどから成る天国の住人、という解釈の仕方がある。 
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ラーイラーハイツラツラーフワツラーフ アク バル。 
ラーイラーハイツラツラーフワノ、ダフ。ラーイラ 
ーハイツラツラーフワハダフラーシャリーカラ 
フ。ラーイラーハイツラツラーフラフルムルクワ 
ラフルハムドウ。ラーイラーハイツラツラーフワ 
ラーハウラワラー クウ ワタイツラービツラー。 

「アツラー以外に神は無し。アツラーは偉大なり。唯一の 
アツラー以外に神は無し。唯一で並ぶ者無きお方アツラー 
以外に神は無し。ァツラー以外に神は無し。主権と讃美は 
かれのもの。アツラー以外に神は無し。至高至大のアツラ 
一の他にいかなる威力も強大なるものもなし。」 

52. 死に瀕した者への言葉 

“ A ゞ ！岣 ゞ ）） -153 

ラー^ r ラーハイツラツラー （つまり死に瀕した者に この 
言葉を口にさせるために、周りの者が この 言葉を唱える こ 
と） 
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「最後の言葉が「アッラー以外に神は無し」であった者は 
天国に入る。」 


53. 災難に見舞われた者のドアー 

Ulj ^ )) -154 

(( ^ iJ 

インナーリツラーヒワインナーイライヒラージ 
ウーン。 アツラーフンマアジュルニーフイームスィ 
ーパテイーワアフリフリーハイランミン ハー。 

「本当に私たちはアツラーのもの、本当に私たちはアツラ 
一の御許へ帰って行きます。アツラーよ、私が受けた災難 
において私に報奨を与え、この災難の後にそれより素晴ら 
しいものを私にお授け下さい。」 

54. 死人の目を閉じる時のドアー 
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^-4 如み。 >1 み))-155 

‘心⑽ 咖 J 

?J j^ ki ^a\j t (^-11*11 Lj g ^Uj u_j 

((^ ^ j^j 

アツラーフンマグフィルリ （ここに故人の名前を入れる） 
ワルフアウダラジャタフフィルマハディーイーン。ワ 
フルフフフイーアキビヒフイルガービリーン。ワグ 
フィルラナ ー ワラフ ヤー ラツバルアーラミーン。 
ワフサフラフフィーカブリヒワナウウィルラ 
フフイーヒ。 

「アツラーよ、 何某（ここに故人の名前を入れる） を許し 
たまえ。そして導かれた者たちの中において彼の位階を上 
げて下さい。彼の後に、私たち残された者たちの中に彼を 
継ぐ者をお与え下さい。万有の主よ、私たちと彼をお赦し 
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下さい。彼のためにその墓を広げて、その中をお照らし下 
さい。」 


55. 死人のために祈る時のドアー 
拳 :9 ^ ⑽ ）） -156 

声し .41 ui&lj a-ujjj c^Ujj ^ i£lj iAjt 

Ljj—HI ‘ 、 aV\ AHj 

tdjlJ °(J—a \ j-Ja^ \jlJ A—Sjbij レ 

6-r« '>4^ Wjjj 'j^- 

jl—III c^l^j jjifl °^j- 4 dJptj j 

.(( 
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アツラーフンマグフイルラフワルハムフ。ワアーフ 
イヒ、ワアフアンフ。ワアクリムヌズラフ。ワワ 
ツスイアムドウハラフ。ワグスイルフビルマー^ r ワ 
ツサルジワルパラドウ。ワナツキヒミナルハターヤ 
ーカマーナツカイタツサウパルアブャダミナツダナ 
ス。ワアブデイルフダーランハイランミンダー 
リヒ。ワアハランハイランミンアハリヒ。ワザ 
ウジャンハイランミンザウジヒ。ワアドウヒルフ 
ルジャンナ。ワアイズフミンアザービルカプリワ 
アザービン ナール。 

「アツラ 1 一よ、彼を赦し、彼にご慈悲を与え、彼を癒し、 
お守り下さい。そして彼によい住まいを与え、その入り口 
を広げ、水と雪と雹で彼を清めて下さい。そしてあなたが 
白い服を汚れから清浄にされたように、彼をその過ちから 
清めて下さい。そして彼に（生前の）彼の住処よりも素晴 
らしい住処を、彼の（生前の）家族よりも素晴らしい家族 
を、彼の（生前の）配偶者より素晴らしい配偶者を引き換 
えにお与え下さい。そして彼を楽園に入れ、墓の災難と業 
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火の懲罰から彼をお護り下さい。」 


cUjAUij “ ち 、1 ㈤ ）） -157 

‘UU^J (UjSJj ;UjjjSj (UjJl^j 


114 ]^aj fbkli 114 Ajjjkt °^ja 

Uluaj Vj V 4 こ ( jli^ "Aljjh 


• (( ^ 

アツラーフンマグフイルリハイイナー、ワマイイテイ 
ナー、ワシャーヒデイナー、ワガーイビナー、ワサ 
ギー リナ ーワ カ ビー リナ ー、ワザ カリナ ーワウ 
ンサーナー。アツラーフンママンアハ ヤイ タフミン 
ナーファアハイヒアラルイスラーム。ワマンタワ 
ツファイタフミンナーファタワツファフアラルイー 
マーン。アツラーフンマラータハリムナーアジュラ 
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フワラートウデイツラナーパァダフ。 

「アツラーよ、私たちのうち生きている者たちを、亡くな 
った者たちを、この場に居合わせている者たちを、不在の 
者たちを、老若男女をお赦し下さい。アツラーよ、あなた 
が私たちのうちで生かす者はイスラームにおいて生かして 
下さい。あなたが私たちのうちで死を与える者は、信仰を 
もった状態で死なせて下さい。アツラーよ、その報奨を私 
たちに禁じないで下さい。また私たちをその後で迷わせな 
いで下さい。」 

^ b \ ^ )) -158 

JaI dulj t jUll jjii) Alh 

j 


アツラーフンマインナ (ここに故人の名前を入れる） 
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フィーズィンマティク。ワハブリジワーリク。ファ 
キヒミンフィトウナティルカブリワアザービンナ 
ール。ワアンタアハルルワファーイワルハック。フ 
ァグフィルラフワルハムフインナカアンタルガフ 
ールッラヒーム。 

「ァッラーよ、本当に 何某（ここに故人の名前を入れる） 
はあなたの庇護のもとに、あなたを頼みの綱としています。 
ですから墓の災難と業火の懲罰から彼を御守り下さい。あ 
なたこそ約束を履行する真理のお方です。彼を赦し、彼に 
慈悲を垂れて下さい。本当にあなたはよく赦す慈悲深いお 
方です。」 

‘鵠 Aj ン! ㈣ 辱⑸ j 峰 ㈣ ）） -159 


J じ U ぶ、 4 dijtj 

• (( \auua (AjIXuu^i 

アツラーフンマアブドウカワブヌアマテイカハター 
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ジャイラーラハマティク。ワァンタガニーユン 
アンアザービヒ。インカーナムフスィナンファズ 
ィドウフィーハサナーティヒ。ワインカーナム 
スィーアンファタジャーワズアンフ。 

「アツラーよ、あなたのしもべ、そしてあなたの女しもべ 
の息子はあなたのご慈悲を必要としています。そしてあな 
たは彼を罰さずとも済ますことが出来るお方です。もし彼 
が良い人物であったのなら彼の善行を増やし、もし悪い人 
であったのならそれを見逃してやって下さい。」 

56.亡くなった子供のために祈る時のドァー 
(r ^ i \ 一^。か )) -160 

アツラーフンマ アイ ズフミンアザービル カブ ル。 
「ァツラーよ、彼を墓の苦しみからお助け下さい。」 

‘私 UaLij I jL'Sj Uaja ^4.1 )) 
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Alj AiliS .\\ ^jU^j 

csjlj °^a I jJAi Ijl J c^aak^JI ut jb 

cUialjatj ‘U^CujSf ji&l cfl£fct °^a IjjA iCblj 

(( 知 VW 如レ J 

そしてこう続ければ尚良い： アッラーフンマジュアルフ 
ファラタンワズフランリワー リダ イヒ。ワシャフ 
ィーアン ム ジャーバー。アッラーフンマサッキルビ 
ヒ マ ワーズィーナフ マー ワアァズィムビヒウジ 
ューラフ マー。 ワアルヒクフビサーリヒルムウミニー 
ナ、ワジュアルフフィーカファーラティ イブ ラーヒ 
ーム 。ワキヒビラ ハマ ティカアザーバ^^ジャ ヒー ム。 
ワアブディルフダーランハイランミンダーリヒ。 
ワアハランハイランミンアハリヒ。アッラーフン 
マグフィルリアスラーフィナ ー。 ワアフラーティナー。 
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ワマンサバカナービルイーマーン。 

「ァツラーよ、（夭折した子を）彼の両親の先駆 ' そして 
来世での報奨とし、必ず受け入れられる執り成し人として 
下さい。ァツラーよ、彼によって両親の善行の秤を重くし、 
彼らの報奨を偉大なものにして下さい。また（来世におい 
て）彼を信仰者たちの中でも敬虔な者の仲間に入れ、そし 
てイブラーヒー ムの 保護のもとにおいて下さい。あなたの 
慈悲で彼を地獄の苦しみからお護り下さい。そして彼に（生 
前の）彼の住処よりも素晴らしい住処を、彼の（生前の） 
家族よりも素晴らしい家族を、お与え下さい。ァッラーよ、 
私たちの祖先たち、子孫たち、私たちに先駆けて信仰に入 
った者たちをお赦し下さい。」 

(( \J^\J dj ,U^U_J ^41 ))-161 

アツラーフンマジュアルフラナーファラタン、ワサ 
ラファン、ワアジュラー。 

「アッラーよ、彼を私たちの先駆とし、先人とし、報奨と 


つまり天国に入ることにおいて、両親に先駆けるということ。 
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して下さい。」 


57. 弔問の際のドアー 
f JSj U iUj ： ^L\ U ^ bs )) 一 162 

• (( LJUJL^jlj JU^aM^I ...^UJiA JkL 

インナリツラーヒ マー アハザ、ワラフ マー ア 
アターワクツルシャイインインダフビアジャリ 

ンムサンマ^- フアルタスビルワルタハタスイブ。 

「アツラーが取られたものと与えられたものは、実にアツ 
ラーに属する。そしてかれの御許にあるもの全てには、決 
められた定命がある。 • ••それゆえよく耐え、自らの処遇叫こ 
ついてよく考えを巡らせなさい。」 

ji&j ‘也 )) 


® 訳者注：つまり自分_身もいずれ直面することになる死、そし 
てその後のこと。 
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. ((私 

またこう言えばより良い： アアザ マツ ラーフアジュラ 
力、ワアハサナアザーアカワガフアラリマイイ 
テイク。 

「アツラーがあなたの報奨を偉大なものとして下さいます 
よう。あなたの哀悼をよきものとし、故人の罪が赦されま 
すよう〇」 


58. 遺体埋葬時のドアー 
((iit JjLjAJL —))-163 

ビスミツラーヒワアラースンナティラスーリツラ 
W 〇 

「アツ ラーの 御名において、アツ ラーの 使徒のスンナ 0 に従 
つて。」 


①預言者 ムハンマド （彼に アッラーからの 祝福と平安あれ）が人 
生のあらゆる分野において示した、ムスリムの従うべき規範•手 
法•道。 
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59. 遺体埋葬後のドアー 

((峰み ^ ゆ))-164 

アツラーフンマグフイルラフ。アツラーフンマサツ 
ビトウ フ。 

「アツラーよ、彼を赦したまえ。アツラーよ、彼を堅固に 
したまえ。」 


60. お墓参りの際のドアー 

^ jai )) -165 

—iii 9-iai uij 

<0^1 JLuji C^JJ^liU4A. .tij Ha iOi) 

. (( 
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アツサラームアライクムアハルツデイヤーリ、ミナル 
ムウミニーナワルムスリミーン。ワインナーイン 
シャーアツラーフビクムラーヒクーン。ワヤルハム 
ツラーフルムスタクデイミーナミンナーワルムスタア 
ヒリーン。アスアルツラーハラナーワラクムルアー 
フィャ。 

「信仰者とムスリムからなる墓の住人たちよ、あなた方の 
上に平安あれ。私たちはアツラーの思し召しとともに、あ 
なた方の後を追います。アツラーが私たちのうちの先人た 
ちと後人たちに、ご慈悲を垂れて下さいますように。私は 
アツラーに、私たちとあなた方のご加護を祈ります。」 

61. 風が吹いた時のドアー 
レ斗 ))-166 

(( 

アツラーフンマイン ニー アスアルカハイラ ハー。 ワ 
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アウ ーズ ピカ ミンシャツ リ ハー。 

「アッラーよ、私はあなたに風の良きことを願い、その悪 
からのご加護を求めます。」 


‘し以 U aiU ))-167 



((^ U 

アツラーフン マ イン ニー アスアルカハイラ ハー、ワ 
ハイラ マー フイ ーハー、ワ ハイラ マー ウルスイ 
ラトウビヒ。 ワ アウーズビカミンシャツリハ 
一、ワ シャツリ マー フイ ーハー、ワ シャツリ マ 
ーウルスイラトウビヒ。 

「アツラーよ、私たちはあなたに風の良き事と、その中に 
ある良きものと、そのために送られたところの良き事を願 
います。そしてその悪と、その中にある悪と、そのために 
送られたところの悪からのご加護を求めます。」 
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62 . 雷鳴の時のドアー 


, 5 U! bA )) -168 


(( 座^ ■ レぬ! U』J 

スブハーナッラズイーユサッビフッラァドウビハムデ 
イヒワルマラーイカトウミンヒーファティヒ。 

「ァッラーに称賛あれ、雷はかれを讃えて唱念し，また天 
使たちもかれを畏れて唱念する。」 


63. 雨乞いのドアーよ y 
cUiU cbuj - 匕 - 保 W、）-169 

• (( ^ ^ j 

アツラー フン マアスキナー ガイサン ムギー サン マ 
リーアンマリーアン、ナーフイアン ガイ ラダーツリ 
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ン、 アー ジランガイラ アー ジル。 

「アツラーよ、日延べすることなく、私たちに害の無い有 
益な、祝福された豊穣の恵みの雨を降らせて下さい。」 

.(( 卸 ㈣ ^ ^ ㈣ ））-170 

アツ ラー フン マ アギスナ ー、 アツ ラー フン マ アギスナ 
一、 アツ ラー フン マ アギスナ ー。 

「アツラーよ、私たちに恵みの雨を降らせて 下さい。 アツ 
ラーよ、私たちに恵みの雨を降らせて 下さい。 アツラーよ、 
私たちに恵みの雨を降らせて 下さい。」 

))-171 


.(( 4^1 叫 ‘私 

アツラーフンマスキイバーダカ、ワバハーイマカ、ワ 
ンシュルラハマタカ、ワアハイーバラダカルマイイ 
トゥ。 

「ァツラーよ、あなたのしもべたちと畜獣たちに雨を降ら 
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せ、あなたの慈悲を広く行き渡らせ、あなたの枯れ果てた 
土地を蘇らせて下さい。」 


64. 雨が降った時のドアー 

((UiU ))-172 

アツラーフンマ サイイ パンナーフィアー。 

「アッラーよ、有益な雨を降らせて下さい。」 

65. 雨が降った後のドアー 

((4 _UI JiaL )) -173 

ムティルナービフアドウリツラーヒワラハマティヒ。 
「アッラーの恩恵と慈悲によって、私たちは雨に恵まれま 
した。」 


66. 雨が止んで欲しい時のドアー 
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f liVI Hj 闷みみ)）-174 


.((pjiajj 

アツラーフンマハワーライナーワラー アライナー。 
アツラーフンマアラ ルアーカーミワツズ イラービ、ワ 
ブトウーニルアウディヤティ ワマナー ビティツシャジ 
ャル。 

「アツラーよ、私たちの真上ではなく私たちの周囲に。①ア 
ツラーよ、山や丘に、渓谷に、苗木に。」 

67. 三日月を見た時のドアー 


I ,4 ,\ ‘ (• 丄 '^.jV) J 


ill ))-175 


® 訳者注：つまり被害を及ぼすような大雨ではなく、適度かつ有 
益な雨を願う。 
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•((ふ I も j l^j Ujj 

アッラーフアクバル。アッラーフンマアヒッラフア 
ライナービルアムニワルイーマーン。ワッサラーマテ 
イワルイスラーム。ワッタウフイーキリマートウヒ 
ッブ ラッパナーワタルダー。ラッ ブナ ーワラッ 
ブカッ ラー。 

「アッラーは偉大なり。アッラーよ、私たちが安寧と信仰、 
そして平安とイスラームにある状態にあるまま、月を三日 
月にして下さい。そしてあなたがお望みになり御満悦され 
ることにおける成功によって。私たちとあなたの主はアッ 
ラーです。」 

68. イフタール（斎戒明けの食事）時の 
ドァー 

ふ Sfl Cjjjj CiIjjIj )) —176 
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.((Ui b) 

ザハバツザマウワブタツラテイルウルーク、ワサバタ 
ルアジュルインシャーアツラー。 

「喉の渴きを癒し、血管を湿らせ、そしてアツラーの思し 
召しならば（斎戒の）報奨を確実なものとされたまえ。」 

js ㈣ ))-177 

.((W 3 ‘? 一 

アツラーフン マ インニーアスアルカビラ ハマ テイカ 
ツラテイーワスイアトウクツラシャイインアン 
タグフイラリー。 

「アツラーよ、私は万有に満ち広がるあなたの慈悲におい 
て、私を赦して下さることを祈ります。」 

69. 食前のドアー 
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((4 —)) -178 

ビスミツラー。 

「もしあなた方が食べ物を食べる時には、『アツラーの御名 
において。』と唱えよ。そしてもしそれを最初に言い忘れた 
時には、 

(( ^ )) - 

ビスミツラーヒアウワリヒワアーヒリヒ。 

『その始まりと終わりに、アツラーの御名において。』と言 
うのだ。」 

ふ U^LIj ^ Ul kljU, ))-179 


((A 

「ァッラーによって食べ物を与えられた者は、次のように 
言う： 

アツラーフンマパーリク ラナ ーフイーヒ。ワア 
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トウイムナーハイランミン フ。 

『アッラーよ、それにおいて私たちを祝福し、それ以上に 
良いものを私たちに施してください。』 

((A 11 Oj ^ U-J kljU, ^ )) 

また、アッラーによってミルクを与えられた者は、次の 
ように言う： 

アッラーフンマパーリクラナーフイーヒワズイ 
ドウナーミンフ。 

『アッラーよ、それにおいて私たちを祝福し、それを私た 
ちに増やして下さい。』」 

70. 食後のドアー 

ajA ^: mi))-iso 

.((llj ^ °(> 

アル ハム ドウリッ ラー ヒッラズ イー アトウア マニーハ 
ー ザ ー、 ワラ ザ カ ニー ヒ、ミンガイリハウリンミ 
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ン ニー ワラー クウ ワ。 

「私の力が少しも介在することのないところにおいて、こ 
れを私に食べさせ、お恵みになったアッラーに称えあれ。」 

II ..11 )) -181 

• ((lij^ ‘が Uj 

アルハムドウリッラーヒハムダンカスイーランタイ 
イ バンムパーラカンフイーヒ。 ガイ ラマクフイー ^ r 
ンワラームワッダイン、ワラームス タグ ナン 
アンフラッパナー。 

「限りない、素晴らしい、祝福された讃美で私たちの主ア 
ッラーを称えます。アッラーを称えることにこれで充分と 
いうことはなく、またそこには終わりもなく、また私たち 
の主はそれと切っても切り離せません。」 


71. 食事を振る舞った者へのドアー 
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Uaa ^ kljU , ))-182 


// 0 > 0 ^ 0 

(( 


アツラーフンマパー リク ラフムフイーマーラザ クタ 
フム、ワグフイルラフムワルハムフム。 

「アツラーよ、あなたが彼らに御恵みになったものにおい 
て、彼らを祝福して下さい。そして彼らを赦し、彼らに慈 
悲をおかけ下さい。」 


72. 飲み物を与える者、それを行おうとする 
者へのドアー 

° c > Jl-lj 6- °^\ )) -183 


((み 

アツラーフンマアトウイムマンアトウア マニー ワ 
スキマンサカ ーニ ー。 


192 




「アッラーよ、私に食事を施した者に食事を恵みたまえ。 
そして私に飲み物を与えた者に飲み物を与えたまえ。」 


73. イフタールを施した者へのドア ー 
み UL JSIj 〆 キ >al ))-184 

(( 冷心 j ，⑽ 

アフタラインダクムッサーイムーナ、ワアカラタア 
ーマクムルアブラール、ワサッラトウアライクムルマ 
ラーイカ。 

「あなた方のもとで斎戒者達が斎戒を解き、よき人々があ 
なた方の食べ物を食べ、あなた方に対し天使たちが折りま 
すように。」 

74. 斎戒中に食事を出された場合の 
ドァー 

185_「もしあなた方が食事に招待されたら、それに応 
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じよ。もし斎戒中ならば祈願してやり、もしそうでないな 
ら食べるのだ。」 


75. 喧嘩をけしかけられた時に 
斎戒者が言うこと 

((ふ…ド—^))-186 

イン ニーサーイム、 イン ニーサーイム。 

「私は斎戒中です。私は斎戒中です。」 


76. 植物に実が付き始めたのを見た時の 

Ky ¬ 

is ^ cUj^ J HJ )) -187 

^ tSljljj ^ U-J tSljljj ^ 
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((\SlA 

アツラーフンマバーリクラナーフィーサマリナー。 
ワバーリクラナーフィーマディーナティナー。 

ワバーリクラナーフィーサーイナー。ワパーリ 
クラナーフィームツディナー。 

「アツラーよ、私たちの果実において私たちを祝福して下 
さい。私たちの町において私たちを祝福して下さい。私た 
ちのサーア（穀物の計量単位）において私たちを祝福して 
下さい。私たちのムツド（穀物の計量単位）において私た 
ちを祝福して下さい。」 

77. くしやみをした時のドアー 

(()) -188 

アルハムドウリツラー。 

「あなた方の誰かがくしやみをしたら『アツラーに称えあ 
れ。』と言いなさい。 
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((ム ^)) 


ヤルハムカツラー。 

そうしたら彼の同胞、あるいはそばにいた者は、『アツラ 
一があなたにご慈悲を垂れますよう。』と言いなさい。 

(( 碑 )) 

ヤハデイークムツラーフ ワユスリフパーラクム。 

そしてそばに居た者が、『アツラーがあなたにご慈悲を垂 
れますよう。』と彼に言ったならば、『あなた方にアツラー 
のお導きがありますように。またあなた方の状態を正して 
下さいますように。』と言いなさい。」 

78. ムスリムでない者がくしゃみをし、 
アツラーを讃えた時に彼に言うこと 

((A ゆ 4 s ‘ム喊)）-189 

ヤハデイークムツラ ーフワユ スリフパーラクム。 
「あなた方にアツラーのお導きがありますように。またあ 
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なた方の状態を正して下さいますように。」と言いなさい。 


79. 結婚する者へのドアー 
㈤ 4心 j 』砂)）-190 

(( 

バーラカツラーフラカ、ワバーラカアライク。ワジ 
ヤマアバイナク マー フイ ーハイル。 

「アツラーが（あなたの結婚において）あなたに祝福を与 
え、降り注いでくれますように。そしてあなた方二人をよ 
きものにおいて、縁結びして下さいますように。」 

80. 結婚する者、及び家畜を買う時のドアー 
_ U aiU ))-191 

((U "jAj ,Ul>^ b- ^ ^ 

アツラーフンマイン ニー アスアルカハイラ ハーワ 
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ハイ ラ マー ジャパルタ ハー アライヒワアウ ーズ 
ビカミンシャツリ ハー ワシャツリ マー ジャパ 
ルタ ハー アライヒ。 

「アツラーよ、私はそこにある良きものを求め、あなたが 
そのように創造されたところの良きものを求めます。そし 
てそこにある悪から、そしてあなたがそのように創造され 
たところの悪しきものからのご加護を求めます。」 

81. 床入り前のドアー 

l.u . ra. ㈤ —、） -192 

.((iBjjU 

ビスミツラー。アツラーフンマジャンニブナツシャイタ 
ーナ、ワジャンニビツシャイターナ マー ラザクタナ 
W 〇 

「アツ ラーの御名において。 アツ ラーよ、私たちから シャ 
イターンを退けて下さい。そして私たちに授けて下さった 
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ものからシャイターンを退けて下さい。」 


82. 怒った時のドァー 
(( ⑷ レ Ml い W )) -193 

ァウ ーズビッラーヒ ミナッシャイターニッラジーム。 

「私はァッラーに、呪われるべきシャイターンからのご加 
護を求めます。」 

83. 災難に遭った者を見た時のドァー 
‘勾 び坤 A _ u : m )) -194 

アルハムドウリッラーヒッラズ イーアーファーニー ミ 
ンマブ タラー カ ビヒ。 ワ ファ ッダ ラニーアラー 
カスイー リンミンマン ハラカタフデイーラー。 
「あなたに降りかかった災難から私を守って下さった、そ 
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して私を彼が創造された多くのものより尊んで下さったア 
ッラーに 称え あれ。」 


84. 集まりにおいて言うドアー 
^ M ^ Uj Lj ))-195 

(( 

ラッビグフィルリーワトウブアライヤインナカ 
アンタッタウワーブルガフール。（ X 100回） 

「主よ、私をお許し下さい。私の悔悟を受け入れて下さい。 
本当にあなたはよく悔悟を受け入れ、御赦し下さるお方。」 

85. 集まりの解散に際してのドアー 
VI AA ) V °d ^ -196 

. ^ i£[A\ LjjjI J olui 
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スブハーナカツラーフンマワビハムデイカ、アシュハ 
ドウアツラーイラーハイツラーアンタ、アスタグ 
フイルカワアトウーブイライカ。 

「アッラーよ、あなたに賞賛と讃美あれ。私はあなた以外 
に神はないことを証言します。私はあなたに許しを求め悔 
悟します。」 

86. 「アツ ラーがあなたを許して下さります 
ように」と言った者への言葉 

((^ j ))-197 

ワラカ。 

「そしてあなたに対しても。」 

87. あなたに善いことをした者へのドアー 
((-198 

ジャザーカツラーフハイラー。 
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「アッラーがあなたに良き報奨を与えて下さりますよう。」 


88. 偽キリストからの護身 

199—「洞窟章の最初の1〇節を覚えた者は偽キリスト 

の災難から護られる。」そして各礼拝の終わりに偽キリスト 
からのご加護をアツラーに請うこと。 


89. 「私はアツラーゆえにあなたを愛します」 
と言った者へのドアー 

“ U W 4^')) -200 

アハツ バカツラズ イーアハ パブ タニー ラフ。 

「あなたが私を愛した所以となられたそのお方が、あなた 
を愛されますように。」 

90. あなたに財産を提示した者への 

202 


ドア- 


(( 逆 Uj dJAl J ^ ill djL )) -201 

バーラカツラーフラカフイーアハリカワマーリ 
力。 

「アツラーがあなたの家族とあなたの財産に関してあなた 
を祝福して下さいますよう。」 

91. 借金返済時の債権者へのドアー 
U-SI ‘逆 Uj J ^ )) -202 


(( : u^. 11 lsLA\ 

バーラカツラーフラカフイーアハリカワマーリ 
ク。インナマージヤザーウッサラフイルハムドウワル 
アダー0 


「アッラーがあなたの家族とあなたの財産に関してあなた 
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を祝福して下さいますよう。よき貸付《の報奨は、その返済 
と賞賛です。」 


92. シルク②に恐怖を抱いた時のドアー 
Uj 4? ^ °d ^ cA ^ )) -203 

(( ㈤ v u_j 

アツラーフンマインニーアウーズビカアンウシ 
ュリカビカワアナーアアラム。ワアスタグフイ 
ルカリマーラーアアラム。 

「アッラーよ、私はあなたに、それと知りながらあなたに 
他の者を並べて崇める罪からのご加護を求めます。そして、 
私が知らずに犯した罪へのあなたの御赦しを求めます。」 


»訳者注：「サラフ（よき貸付)」とは、債権者がそれをもって現 
世的利益を目的とせず、債務者はただ借入額だけを返済すべきと 
したもの。 

②校閲者注：137頁の脚注を参照のこと。 
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93. 「アツ ラーがあなたを祝福して下さいま 
すよう」と言った者へのドアー 


(( ぶ砂蜂 )）-204 

ワフイーカバーラカツラー。 

「あなたにも アツラーからの 祝福がありますよう。」 

94. ティヤラ®に対する嫌悪のドアー 
4 Uj Uj U )) -205 

((な q Uj 

アツラーフンマラータイライツラータイルク。ワ 
ラーハイライツラーハイルク。ワラーイラーハ 
ガイルク。 

「アッラーよ、あなたの鳥の他に（不吉な予兆を知らせる） 


①訳者注：「テイヤラ」とは、ある種の鳥の出現を不吉なことの予 
兆と結びつける、イスラーム以前の時代の迷信。 
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鳥はいません、あなたの善の他に善はありません、あなた 
以外に神はありません。」 

95. 乗り物に乗る時のドアー 
U ] U ‘ぶ “ -206 

4 y ^ ^ u j i ja 

4 j-^£t iA—11 ,\a\W iA^ll ,\a\W iA^ll ,U 、 11)) 

cia!^ ^i\ 4 jjsi ふ i 6 jjSi ふ i 

((^ Vj V ^Oi ^ °>li 

ビスミツラー。ワルハムドウリツラー。『スブ ハー ナツラ 
ズ イー サツハララナ ーハー ザ ー ワ マー クンナ 
ーラフムクリニーン * ワインナーイラーラ 
ツビナーラムンカリブーン』アルハムドウリツラー。 
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アルハムドウリツラー。アルハムドウリツラー。アツ 
ラーフアクパル。アツラーフアクパル。アツラーフア 
クバル。スブハーナカツラーフンマイン ニー ザラムト 
ウナフスイーファグフイルリー。ファインナフラ 
ーヤグフイルツズヌーパイツラーアンタ。 

「ァツラーの御名において、ァツラーに称えあれ。『かれを 
讚えます。これらのものを私たちに服従させた御方。これ 
は私たちには叶わなかったことです。*本当に私たちは， 
私たちの主の御許に必ず帰るのです。』【金の装飾章：13〜 
14】ァツラーに称えあれ。ァツラーに称えあれ。ァツラー 
に称えあれ。ァツラーは偉大なり。ァツラーは偉大なり。 
ァツラーは偉大なり。ァツラーよ、あなたに称えあれ。本 
当に私は自分を虐げていました、ですから私を御赦し下さ 
い。本当に罪を御赦しになられるのはあなたの他におりま 
せん。」 


96. 旅立ちのドアー 
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^ ^ jk \ -207 

lij j\ u j * 'c^J^ ^ us u j t ja ui 
tiA UjLmJ aitu u ゆ ）） < dj)y^\ 
L^ °^jjA 一 I u J^xit O-aj i^JkAl\j 

^ じ / a” Llut ぺ (»J*j U& ^atj Uj£uj 

b- ^ Jl ^1,jAVt J XkA^\j tJ Lj| 

‘jH4 f jluj 4 jlaXo-JI Aj IS J 4 jluil\ f Ijbj 

❾もホ‘ぶ ‘㈤ ))((jasmj ju 

(( 
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アッラーフアクバル。アッラーフアクパル。アッラー 
フアクパル。『スブハーナッラズィーサッハララナー 
ハーザ'ーワ マ' ークンナーラフムクリニ 1 ーン * 
ワインナーイラーラッピナーラムンカリブーン』 
アッラーフンマインナーナスアルカフィーサフア 
リナーハーザルビッラワッタクワー。ワミナルアマ 
リマータルダー。アッラーフンマハウウィンアラ 
イナーサフアラナーハーザー。ワトウウィアンナ 
ーブウダフ。アッラーフンマアンタッサーヒブフィ 
ツサフアル。ワルハリーフアトウフィルアハル。アッラ 
ーフンマインニーアウーズビカミンワアサーイ 
ッサフアリ、ワカアーパティルマンザリ、ワスーイル 
ムンカラビフィルマーリワルアハル。（旅から帰ってき 
たらこれらの言葉の他に、更に次の言葉を付け加える）ア 
一^ r ブーナ、夕一^ r ブーナ、アービドウーナ、リラッビナ 

ーノヽー ミ ドウ ーン。 

「アッラーは偉大なり。アッラーは偉大なり。アッラーは 
偉大なり。『かれを讚えます。これらのものを私たちに服従 
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させた御方。これは私たちには叶わなかったことです。* 
本当に私たちは，私たちの主の御許に必ず帰るのです。』【金 
の装飾章：13〜14】アツラーよ、私たちはこの私たちの旅 
において、善行と敬神の念を請います。そしてあなたのご 
満悦される行いを求めます。アツラーよ、私たちのこの旅 
を容易くして下さい。そしてその距離を縮めて下さい。ア 
ツラーよ、あなたは旅の道連れであり、（残した）家族の後 
見人です。アツラーよ、私はあなたに旅の困難と風景がも 
たらす倦怠さから、そして財産と家族に万一のことがない 
よう、あなたにご加護を求めます。」（そして帰ってきたら 
「私たちは帰り、悔悟し、崇拝します。そして私たちの主 
を称えます。」と付け加える。） 

97. 村や町に入る時のドアー 
,^1 Uj pljL - a-lJI Lj ㈣ ）） -208 

Uj Wj ⑳し j 一 Vjj 
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jLi aiLi Uj Ljj 
レ斗 ^ U J^J cl^At J^J 仏幼 

((I^a u a^Ai ‘心 

アッラーフン マ ラッパッサ マー ワーティッサ ブイ ワ 
マー アズラルン。ワラッパルアラディーナッサ ブイ 
ワ マー アクラルン。ワラッパッシャ ヤー テイーニ 
ワ マー アドウラ パ^ン。 ワラッパッリ ヤー ヒワ マ 
ー ザライン。アスアルカハイラ ハー ズイヒルカル ヤ 
ティワハイラアハリ ハー、 ワハイラ マー フィ 
ーハー。 ワアウーズピカミンシャッリ ハー、 ワシ 
ャッリアハリ ハー、 ワシャッリ マー フイ ー ハー。 

「アッラーよ、7層の天とその影が覆うものの主よ、7層の 
大地とそれが持ち上げるものの主よ、多くのシャイターン 
とそれらが迷わせたものの主よ、風とそれが吹き飛ばした 
ものの主よ、私はこの村の良きものとその住人の良きもの 
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を、そしてそこにある良きものを求めます。また私はあな 
たにその悪とその住人の悪とそこにある悪からのご加護を 
求めます。」 


98. 市場に入る時のドアー 
^ ^ 為メ u iit Vj U )) -209 

〆 夕 〆 夕， 夕， 〇タ タ0， 41 A 4^ 

dJjJ V jAj “一 1141 Q し一 D ‘, 、 4 、 A) Aj^ 

.(( W レ JS ， jij ‘か 

ラー イラ ーハ イツラツ ラー フ ワハ ダフ ラー シャ 
リーカ ラフ。ラフ ルムルクワ ラフ ルハム ドウ。 ユフ 
イーワユミー トウ ワフワハイユンラーヤム 
ー トウ。 ビヤ デイ ヒルハイル、ワフワアラークツリ 
シャイイン カ デイ ール。 

「唯一のアツラー以外に神はなく、彼に並ぶ何者もいませ 
ん。主権は彼に属し讃美も彼に属します。生死を司る御方、 
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彼は死ぬことなく永遠に生きるお方。全ての良いことは彼 
の手中にあり、彼は全てにおいて全能です。」 


99. 乗り物の調子が悪い時のドアー 

—)) -210 

ビスミツラー。 

「アツラーの 御名に おいて。」 

100. 旅人の居住者へのドアー 

“ U ‘必 ^ —211 

アスタウディウクム ツラーハツラズィーラー タディ ー 
ウワダーイウフ。 

「私は、信託を破棄することのないアツラーのもとにあな 
た方を委ねてお別れします。」 

101. 居住者の旅人へのドアー 
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ふ I と )) —212 


((• 

アスタウディウッラーハディーナカ、ワアマーナタカ、 
ワハワーティーマアマリカ。 

「私は、あなたの宗教と信託とあなたの行為の集大成をア 
ッラーのもとに委ねてお別れします。」 

逆 ^Juuj 响 ‘一ふ )) -213 

^ Clu£ IU リ.、 し jv 

ザウワダカッラーフッタクワー。ワガフアラザンパカ。 
ワヤッサララカルハイラハイスマークントウ。 
「アッラーがあなたに敬神の念を増やし、あなたの罪を赦 
し、どこにいても良いことが容易くなりますよう。」 


102. 旅の道中における 
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タク ビールと タス ビーフ® 

214ージャービル（彼にアツラーのご満悦あれ）は言っ 

た。「私たちは乗り物に乗った時は、タクビールを口にした 
ものでした。そしてそこから降りた時には、タスビーフを 
口にしたものでした。」 

103. サハル時（夜明け前）の旅人の 
ドァー 

)) - 215 

一 )1jU^ LuI^ JJafllj ‘I ち 、 Luj 



サンマアサーミウンビハムデイッラーヒ、ワフスニ 


①訳者注：「タク ビール」 とは「アツ ラーフ アク バル （アツ ラー 
は偉大なり）」、「タス ビーフ」 とは「スブ ハー ナツ ラー （アツ ラー 
に称えあれ)」と念じて言うこと。 
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パラーイヒ アラ イナー。ラッパナーサーヒ ブナ ー、ワ 
アフデイル アラ イナーアー イザ ンビッラーヒ ミナ 
ンナール。 

「(天使よ、）私たちへの素晴らしい恩寵に対する私たちの 
アッラーへ ■の讃美を、 アッラーに 伝えて 下さい。 主よ、私 
たちの同伴者よ、私たちに恩恵を降り注ぎ、そして業火か 
らの ご 加護をお与え 下さい。」 

104. 旅において他の家や場所に泊まる時の 
ドアー 

U > b pUiij Jj&l )) -216 


((# 

アウ ーズビ カリマ ーテイツラーヒツターンマーテイミ 
ンシャツ リ マーハラ カ。 

「私はアッ ラーの 完璧な御言葉に、彼が創造した悪からの 
ご加護を求めます。」 
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105. 旅から戻った時のズィクル 
: u A v il Vj iUI U)) -217 

‘b— f(j^ jAj cAo-JI ^Uj 

.(( Hj u^\ e >j ‘;孕 

ラー イラ ーハイツラツラーフワハダフラーシャ 
リーカラフ。ラフルムルクワラフルハムドウ、ワフ 
ワアラークツリシャイインカディール。アーイブ 
ーナ、夕 一^ r ブーナ、アービドゥーナ、リラツビナーハ 
ーミドゥーン。サダカツラーフワァダフ、ワナサラア 
ブダフ、ワハザマルアハザーパワハダフ。 

「唯一のアッラー以外に神はなく、かれに並ぶ何者もあり 
ません。権威はかれに属し讃美も彼に属します。かれは全 
てにおいて全能です。私たちは帰り、悔悟し、崇拝します。 
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そして私たちの主を称えます。アツラーは御自身の約束を 
履行し、そのしもべを勝利させ、部族連合を敗走させまし 
た。」 


106. 嬉しい事や嫌な事があった時に 
言うこと 

jil ^ L_II .Win .11 )) -218 

(( 

アルハムドウ リッラーヒッラ ズ ィービニアマティヒ 
タティンムッサーリハートウ。 

預言者は彼に嬉しいことがもたらされると、次のように 
言った：「アッラーに称えあれ。善行は彼の恩恵によって完 
遂されます。」 

(( 扣 JS ， Ml )) 

アルハムドウリッラーヒアラークッリハール。 
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また預言者は、彼に嫌なことがもたらされると次のよう 
に言った：「どのような状況であれ、アッラーを称えます。」 


107. 預言者(彼にアツラーからの祝福と平安あ 
れ)のために祈願すること®の徳 

219 —預言者（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「私のために1回祈願した者には、アツラーが彼の 
ために 10 回祈願する。」 


220一預言者（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は 
言った。「私の墓をイード②としてはならない。私のために 


① 具体的な祈願の仕方については、本書 15 頁の脚注①参照のこと。 

② 訳者注：「イード」とは定期的に訪れるところのもの、そして時 
節的なものであれ、場所的なものであれ、何かを定期的に行うこ 
とを指す。それゆえ預言者（彼にァッラーからの祝福と平安あれ） 
は人々が定期的に彼の墓を来訪することを諌めたのであり、本文 
の後半部分にもあるように、彼への祈願はどこからでも届くので 
ある。 (スナン • アブー.ダーウード注釈「アウヌ.アル=マアブ 
ード」より ）0 
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祈願しなさい。あなた方の祈願はあなた方がどこにいよう 
と私に届くのであるから。」 


221 — 預言者（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「吝啬な者とは、私の名を述べた時に私への折願を 
しない者である。」 

222_預言者（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「アッ ラーの もとには私のウンマからの サラームを 
私に伝える、地上を周遊してまわる天使たちがいる。」 

223 — ssm # (彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「私に挨拶する者にはアッラーが私に私の魂を戻し、 
そして私は彼への挨拶を返すのである。」 

108. サラーム （挨拶）①を広めること 

①訳者注：ムスリムの一般的な挨拶の言葉「アッサラームアラ 
イクム（あなた方に平安がありますよう）」のこと。あるいはそれ 
に続けて「ワラハマトゥッラー（そしてアッラーのご慈悲を）」、 
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224 —預言者（彼に アッ ラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「あなた方は信仰するまで天国には入らないだろう。 
そしてあなた方はお互いに愛し合うようになるまで、信仰 
したことにはならないだろう。だからもしそれを実行すれ 
ば、あなた方がお互いに愛し合うようになる方法を教えよ 
う。あなた方の間にサラーム（挨拶）を広めるのである。」 

225 —「次の3つの特質を備えた者は信仰を身に付けた 

と言える：まず自らに公正であること、人々に対して自分 
から挨拶を行うこと、困窮の中での施し。」 

226 _ アブドウッラー ビンウマル （彼らにアッラー 
のご満悦あれ）は伝える。「ある男が預言者（彼にアッラー 

更に「ワパラカートウフ（そしてアッラーの祝福を）」と付け足 
せば尚良い。そして挨拶を受けたムスリムは、それと同様かそれ 
より良いサラームを返すべきとされている。至高のアッラーは仰 
られた：《そしてあなた方が挨拶を受けたら、それより良い挨拶を 
返すか、あるいは同じ挨拶を返すのだ。実にアッラーは全てのこ 
とを精算されるお方である。》（女人章： 86) 
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からの祝福と平安あれ）に『どのようなイスラームが最も 
優れているのでしょうか？』と尋ねた。預言者は言った。 
『食事を施し、あなたの知り合いにも知らない者にもサラ 


ーム（挨搂）をすることである。』」 

109. 不信仰者が挨拶した時の返事 

(( 。♦:9 )) -227 

ワアライクム。 

「啓典の民があなた方に挨拶した時には『そしてあなた方 
の上にも。』と返しなさい。」 

110.ニワトリとロバの鳴き声を聞いた時の 
ドアー 

228一「あなた方が雄鶏の鳴き声を聞いたらアツラーに 

彼の恩恵を求めなさい。雄鶏は天使を見たのだから。そし 
てロパの鳴き声を聞いたら、 アツラーに シャイターンから 
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の助けを求めなさい。ロバはシャイターンを見たのだか 
ら。」 


111•夜、犬の吠える声を聞いた時の 
ドァー 

229一「あなた方が夜、犬の吠える声やロバの鳴き声を 

聞いたらァッラーにそれらからのご加護を求めなさい。そ 
れらはあなた方に見えないものを見るのだから。」 

112. 悪口を言ってしまった者へのドァー 

^ )) -230 

•(( ね ■ ん ㈣ D 

アッラーフンマファアイユマームウミニンサバブト 
ウフファジュアルザーリカラフクルバタンイラ 
イカヤウマルキヤーマ。 
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預言者（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
「アツラーよ、私が悪口を言ってしまった信者に関しては、 
それを審判の日に彼があなたに近付くためのものとして下 
さい。」 


113. 誰か他のムスリムを褒める時に 
言うこと 

Uj : lisla L^l )) -231 

(( ： t^ki fL-iit 

ア ハス イブ (ここで 名前を言う） ワツラーフ ハ スイ 
ーブフ、ワラー ウザツ キーアラツラ ーヒ アハ ダン 
アハスイブフ( ここで その者の誉められるべき性質を言う） 。 
「誰かを誉めずにはいられない時にはこう言いなさい。『ア 
ツ ラーこそ真の裁定をされるお方であり、 アツ ラーに対し 
て誰のことを称えるつもりもありませんが、私は某（名前 
を言う）を〜（その者の誉められるべき性質を言う）と思 
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います。』」 


114. 誰かに誉められた時に 
ムスリムが言うこと 

^ k U ㈣ )-232 

((U U 

アツラーフンマラー トウ アー ヒズ ニービマー ヤク 
ールーン。ワグフイルリーマーラーヤアラムーン。 
ワジユアルニーハイランミンマーヤズンヌーン。 

「アッラーよ、彼らが言うことに関して私を責めないで下 
さい。そして彼らが知らないことに関して私を御赦し下さ 
い。そして私を彼らが思っている以上に良い者として下さ 
い。」 

115. ハツジ■ウムラ中のタルビヤ®の仕方 

①訳者注：「ハッジ」とはヒジュラ暦12月上旬にマッカで行われ 
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ai 4メ U ゆ峰ゆゆ)）-233 

(( 逆;^』 u rdiUij c^uiij ‘:、。八 j bj 

ラッパイカッラーフンマラッバイク。ラッパイカラー 
シャリーカラカラッバイク。インナルハムダ、ワンニ 
アマ タ、ラカワルムルカ、ラーシャリーカラク。 

「アッラーよ、あなたの御許に馳せ参じました。あなたの 
御許に馳せ参じました。あなたに並ぶ者はいません。讃美 
と恩恵と主権は、並ぶ者無きあなたの物です。」 


116.黒石のある柱®に来た時のタクビール 


るいわゆる大巡礼のことで、イスラームの5柱の1 つで ある。一 
方「ウムラ」もやはりマッカ巡礼であるが、特定の時期は定めら 
れておらず、 かつ 行われる宗教儀式もハッジに比べて少ない。ウ 
ムラはハナ フィ ー•マーリキー学派でスンナ（推奨行為）、シャー 
フィ イー•ハンバリー学派では義務とされている。また「タ ルビ 
ャ」とは巡礼の禁忌状態にある特定の時期に念じることを推奨、 
あるいは義務付けられている（学派によって相違あり）一連の言 
葉である。 

① 訳者注：イス ラーム第一の 聖地 マッカのハラーム•モスクの 中心 
にある カアバ 神殿は立方体に近い形をしており、 その 4 つの 角に 
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234—「預言者（彼に アッ ラーからの祝福と平安あれ） 

はカアバ神殿の周り を 駱駝に乗って タワーフ① し、黒石のあ 
る柱に辿り着くたびに持っていた物でそれを指し示し、夕 
クビールをした。」 

117. イエメン柱②と黒石のある柱の間の 
ドァー 

SjiVl ^ \j^\p Ujj )) -235 

• (( < jUl) l^j 

ラッバナーアーティナーフィッドウニヤーハサナ。 
ワフイルアーヒラテイハサナ。ワキナーアザー 


は支柱があるが、各々の支柱には名称がある。「黒石のある柱」は 
文字通り黒い石のはまっている柱で、タワーフ（訳者注②参照） 
するときの出発点である。 

① 訳者注：「タワーフ」は巡礼の諸義務行為の内の1つ。カアバ神 
殿の周囲を7回逆時計回りに廻ること。 

② 訳者注：「イエメン柱」とは、黒石のある柱からタワーフを始め 
たとき最後に通る柱。 
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パンナール。 

「主よ，現世で私たちに良きものを与え，また来世でも良 
きものを与えたまえ。そして業火の懲罰から私たちを守り 
たまえ。」 


118. サファーとマルワの丘®に立った時の 

ドァー 

4 \ JL ^\ bs > )) -236 

『インナッサファーワルマルワタミンシヤアーイリ 
ッラー。』ァブダウビマーバダァッラーフビヒ。 

「預言者（彼に ァッ ラーからの祝福と平安あれ）はサフ 
ァーの丘に近づいた時、言った。『《本当にサファーとマル 

①訳者注：「サファーとマルワの丘」とは、全長約400 m の回廊を 
挟む2っの丘。「サファーの丘」から始めてその間を3往復半する 
ことは「サァイ」と呼ばれ、巡礼の諸義務行為の内の1っである。 
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ワは，アツラーの宗教儀式のうちの1つである。》私はアツ 
ラーがそれによって始めたことにおいて、始める。』 


LJj U U A U iit VI Al\ U )) 

vi m lj : >j ‘: m 
‘峰 c；^j Cftjkj 

.((ふ j 

ラー イラ ーハイッラッラーフワハ ダフ ラーシャ 
リーカ ラフ。ラフ ルムルクワ ラフ ルハムドウワ 
フワアラークッリシャイインカディール。ラー 
イラ ーハイッラッラーフワハ ダフ。 アンジャザワァ 
ダフ、 ワ ナサラアブダフ、 ワハザマルアハサーバワ 
ハダフ。 

こうしてサファーの丘から始め、カアバ神殿が見えると 


が J 
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ころまで上るとキブラの方向①を向き、タウ ヒー ドとタクビ 
ールの言葉 @ を唱え、言った。『唯一のアツラー以外に神は 
なく、かれに並ぶ何者もありません。権威はかれに属し讃 
美もかれに属します。かれは全てにおいて全能です。唯一 
のアツラー以外に神はいません。かれは約束を履行し、そ 
のしもべを勝利させ、（背信の）徒党を敗走させました。』 
またマル ワの 丘でもサフ アーの 丘でした通りに 行った。」 

119.アラ フア③ の日のドアー 

V iil V ) U )) —237 


① 訳者注：つまりカァバ神殿の方向。 

② 訳者注：「タウヒード」の言葉とは「アッラーが唯一であり、か 
れに並ぶものは何もない」ということを示す言葉を念唱すること。 
最も一般的なのは「ラーイラーハイッラッラー（ァッラー以 
外に神はなし）」という言葉。 

③ 訳者注：「アラ ファ」 とはヒジュラ暦12月の9日目、ハツジの 
巡礼者たちが赴くことを義務付けられているマッカ近郊の台地。 
この 日 この 地で アツ ラーを念じ、タルビヤを唱え、祈り、犯した 
罪の許しを請う事は、預言者（彼に ァッ ラーからの祝福と平安あ 
れ）の「ハツジはアラ ファで ある。」という言葉が示す通り、ハツ 
ジのメインイベント的意味合いを持っている。 

230 




((^ ^ >J ‘ 也』 

ラーイラーハイッラッラーフワハダフラーシャ 
リーカラフ。ラフルムルクワラフルハムドウワ 
フワアラークツリシャイインカディール。 

「唯一のアッラー以外に神はなく、かれに並ぶ何者もあり 
ません。権威はかれに属し讃美もかれに属します。かれは 
全てにおいて全能です。」 

120. ムズダリファ®におけるズィクル 

238—「預言者は（彼に アッ ラーからの祝福と平安あれ） 

カスワー（彼の愛用の駱駝の名前）に乗ってムズダリファ 
に着くと、キブラの方角を向いた（そしてドア ーを し、夕 
クビールとタハリールとタウヒー ドの言葉 ©を 唱えた）。 そ 
して空が明るくなるまでそのまま立ち続け、日が昇る前に 

① 訳者注：「ムズダリファ」とは、ヒジュラ暦12月9日の夜を過 
ごすことになっているマッカ近郊の場所。 

② 訳者注：「タノ、リール」の言葉とは「タウヒード」の言葉と同義。 
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出発した。」 


121. ジャマラート®の投石の際の 
タクビール 

239 一「3つの ジャマ ラートで小石を投げるたびにタク 

ビールを唱える。そして1番目と2番目の ジャマ ラートへ 
の投石の後に立ち止まり、キブラの方角を向いて両手を上 
げながらドアーする。アカバ （3 番目の ジャマ ラート）の 
投石に関しても同様にタクビールしながら投石するが、そ 
の後は立ち止まらず立ち去る。」 

122.驚嘆や嬉しい時のドアー 

(( !卜 』 I bA )) -240 


® 訳者注：マッカ近郊の巡礼者宿営地「ミナー」にある、大小中 
3本の投石塔。ヒジュラ暦12月10日に最大の柱に7個、そして 
11、12、13日には各柱に7個ずつの小石を投石することになって 
いる。 
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スブ ハーナツラー。 

「アツラーに称えあれ。」 


(( ^ )) -241 

アツラーフアクパル。 

「ァッラーは偉大なり。」 

123. 嬉しい事が起こった者がすること 

242 —「預言者（彼にァッラーからの祝福と平安あれ） 

は彼に嬉しい事が起こった時には、祝福された崇高なるァ 
ッラーへ■の感謝のためにサジダ（平伏礼）をした。」 

124. 体に痛みを感じた者が言うこと 

((MU — )) -243 
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(( 

「体の痛みを感じたところに手を置き、こう言いなさい： 
ビスミ ツラー （ X 3 回）。 

『アツ ラーの 御名において。』 

そして次のように 7 回言いなさい： 

アウ ーズビツラーヒワ クド ウラティヒミンシャ 
ツリマーアジドウワ ウ ハーズィル。 

『私はアッラーとかれの力において、私が出遭い、警戒す 
るところの悪からのご加護を求めます。』」 

125. 邪視（アイン） ® による災難を 
恐れる者のドアー 

244一「あなた方の同胞、あるいは自分、あるいはその 
財産に羨望を感じた時には、彼のために祝福を祈りなさい。 

①訳者注：邪視（アィン）とは、妬みや羨望などをもった他人の 
視線。本人の意図とは関係なく、それによって視線を受けた者に 
災難や悪事をもたらす。 
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本当に邪視は真実であるから。」 


126. 恐怖に見舞われた時に言うこと 

((Vj iUj u )) -245 

フー イ フーハ イツ フツフー。 

「アツ ラー 以外に神はいません。」 

127. 屠殺時に言うこと 
‘Uj ㈣ ^ 為 二））-246 

(( ふ在ゆ 

ビスミツラーヒワツラーフアクバル。アツラーフンマ 
ミンカワラク。アツラーフンマタカツバルミンニ 
W 〇 

「アツラーの御名において、アツラーは偉大なり。アツラ 
一よ、これはあなたからであなたへのものです。アツラー 
よ、私から（この捧げ物を）受け入れて下さい。」 
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128. 悪魔たちの策略を阻止するドアー 


LJ ^ !\\\ A ^ ll \ cjI W )) — 247 

‘lj り ‘み u > c> UJ JJ OAjjUj 
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アウーズビカリマーテイツラーヒツターンマーテイツラ 
テイーラーユジヤーウイズフンナバツルンワラ 
ーファージルンミンシャツリマーハラカ、ワ 
バラアワザラア。ワミンシャツリマーヤンズ 
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イルミナッサ マー。 ワミン シャッ リ マー ヤアル 
ジュフイ ーハー。 ワミン シャツ リ マー ザラア 


フイルアル ドウ。 ワミンシャツリ マーヤ フルジュ 
ミン ハー。 ワミンシャツリフイ タニ ツライリワン 
ナハール。 ワミンシャツリクツリ ター リキンイ 
ッラーター リカン ヤ トウ ノレ クビ ハイ リン ヤーラハ 

マーン。 

「慈悲深きお方よ、私は善人であろうと悪人であろうと超 
えることの出来ないアッラーの完全なる御言葉のもとに、 
アッラーが創造した悪、天から下りてくるものに起因する 
悪、そこに上昇するものに起因する悪、大地に創造したも 
のに起因する悪、そこから出現するものに起因する悪、昼 
夜の災難の悪、良きものをもってドアをノックする者以外 
の全ての来訪者の悪からのご加護を求めます。」 

129. 罪の許しを乞い、悔悟すること 

248_ァ ッラーの 使徒（彼に アツラーからの 祝福と平安 


237 



あれ）は言った。「アツラーに誓って、本当に私は一日に 
70回以上アッラーに赦しを求め、彼に悔悟します。」 


249_預言者（彼に アツ ラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「人々よ、アツラーに梅悟しなさい。本当に私は一 
日に100回の悔悟を行います。」 

Vj M U 卢 I ム 'JilJ )) -250 

- ((j 卜 

預言者(彼にアツラーからの況福と平安あれ）は言った。 

アスタグフイルツラーハルアズイーマツラズイーラー 
イラーハイツラーフワルハイユルカイユームワア 
トウーブイライヒ。 

「『私は永遠に生き、自存される、かれの他に神が無いとこ 
ろの偉大なアツ ラーに お赦しを求め、彼に悔悟します。』と 
言った者は、例えその者が敵に背を向けて逃げた者であっ 
ても、 アツ ラーが彼の罪をお赦しになるであろう。」 
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251 —預言者（彼に アツ ラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「主がしもべに最もお近付きになられるのは真夜中 
の終わりである。だからその時間にアツラーを念唱するこ 
とができるのなら、そうしなさい。」 

252 —預言者（彼に アツ ラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「しもべが彼の主に最も近付くのは、彼がサジダ（平 
伏礼）している時である。だからその時にドアーを沢山し 
なさい。」 

253一預言者（彼に アツ ラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「私にとって大事なこと。本当に私は一日 100 回ア 
ツラーに赦しを求めます。」 

130. タスビーフ、タハミード®、 


①訳者 注： 「タ ハミード」 とは、 「アルハム ドウリツ ラー（全ての 
賞賛はアツラーにこそあれ)」と念唱することである。 
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タハリール、タクビールの徳 

((-254 

スブハーナツラーヒワビハムディヒ。 （ X 100) 

預言者（彼にァツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
「一日100回『ァツラーよ、あなたに賞賛と讃美あれ。』 
と唱えた者は、例え彼の過ちが海の泡の数ほどあったとし 
ても、それを許されるであろう。」 

U ill VI ^U) u )) -255 
.(( ^ ^ > j も‘也』 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラーシャ 
リーカラフ。ラフルムルクワラフルハムドウワ 
フワアラークツリシャイインカディール。 （ X 10) 
預言者（彼にァツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
「『唯一のァツラー以外に神はなく、かれに並ぶ何者もいま 
せん。権威はかれに属し讃美もかれに属します。かれは全 
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てにおいて全能です。』と10回言った者は、4人のイスマ 
ーイールの子ら①を解放したようなものだ。」 


^4. 」 ‘?4 j 卜 』I -256 



スブハ'ーナツラーヒワビハムデイヒ。スブハーナツ 
ラーヒル アズ イーム。 

預言者（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
「舌には軽いが善行の秤においては重く、慈悲深きお方が 
お好みになられる2つの言葉は、『アッラーを称え感謝し、 
偉大なるアッラーを称えます。』である。」 

VI Vj ‘Ml : 、 V、 Tj 一 257 


.((Wj ‘ ふ 1 


①訳者注：イスマーイールの子孫であるアラブの4人の奴隸のこ 
と。 
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スブハーナツラー。ワルハムドウリツラー。ワラーイ 
ラーハイツラツラー。ワツラーフ アク バル。 

預言者（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
「『アツラーよ、あなたに賞賛と讃美あれ。アツラー以外に 
神はなし。アツラーは偉大なり。』と言うことは、私にとっ 
て太陽の下にあるもの全てよりも愛すべきものだ。」 

258_預言者（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は 

言った。「『毎日千の善行を積むことの出来ない者がいよう 
か？』するとそこに座っていたある者が訊ねた。『どうやっ 
て千もの善行を積むことが出来るのですか？』預言者（彼 
にアツラーからの祝福と平安あれ）は言った。『100回タス 
ビーフ（「スプハーナツラー」という言葉）を言えば千の善 
行が書き留められるか、あるいは千の過ちが放免される。』」 

(( ?'ムや 卜』' )) -259 

スブ ハー ナツ ラーヒル アズ イー ミ ワ ビ ハムデイヒ。 

預言者（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
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「『偉大な アッラーを 称えます。 アッラーに 賞賛あれ。』と 
言った者は、天国に彼のためのナツメヤシの木が植えられ 

る。」 

.(( ^ VI Vj Jp. V )) -260 

ラーハウラワラー クウ ワタイッラービッラー。 
預言者（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
「『アブドウッラービンカイス、お前に天国で最も素晴 
らしい財宝を教えようか？』私は言った。『ええ、アッラー 
の使徒よ。』預言者（彼に アッ ラーからの祝福と平安あれ） 
は言った。『至高至大のアッラーの他にいかなる威力も強大 
なるものもありません。』と唱えることである。」 

V) Uj : .u ；^\\j )) -261 

((jjSI 

スブハーナッラー。ワルハムドウリッラー。ワラーイ 
ラーハイッラッラー。ワッラーフ アク バル。 
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預言者（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言った。 
「アツラーが最も好まれる言葉は4つあり、それらは『ア 
ツラーに称えあれ、全ての讃美は アツ ラーにあり、アツラ 
一以外に神は無し、アツラーは偉大なり』である。そして 
それらのどれから始めても害は無い。」 

U ; ーム J 必 ゞ》 U U )) —262 
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(( 


ラーイラーハイツラツラーフワハ ダフ ラー シャ 
リー カラフ。 アツラー フアク バル カ ビーラー。ワル 
ハムドウ リツラーヒカスイーラー。スブ ハーナツラーヒ 
ラツビルアーラミーン。ラーハウラワラークウワ 
タ イツラービッラーヒル アズ イーズイノレノ、キーム。 
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「ベドウィンのある者が アツラーの 使徒（彼に アツラー か 
らの祝福と平安あれ）のもとにやって来て言った。『私が言 
うべき言葉を教えて下さい。』預言者は言った。『《彼に並ぶ 
者無き唯一のお方ア ツラー 以外に神は無い。ア ツラーは 本 
当に偉大である。 アツラーに 限りない感謝をします。全世 
界 の主ア ツラーに 称えあれ。至高至大のア ツラーの 他にい 
かなる威力も強大なるものもありません。》と言いなさい。』 

• (( 

アツラーフンマグフイルリー、ワルハムニー、ワハデイ 
ニー、ワルズクニー。 

その男は言った。『それらは私の主のための言葉です。私 
自身のためには何を言うべきでしようか？』預言者は言っ 
た。『《アツラーよ、私を御赦し下さい、私にお慈悲をおか 
け下さい、私をお導き下さい、私にお恵みを与えて下さい。》 
と言いなさい。』」 
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アツ ラー フンマグフイルリー。ワルハム ニー。 ワハデイ 
ニー。 ワ 了ーフィニー 。ワルズク ニー。 

預言者（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）はある者 
が入信すると、彼に礼拝を教え、それからこれらの言葉で 
祈願することを命じた。「アツラーよ、私を御赦し下さい、 
私に慈悲をおかけ下さい、私をお導き下さい、私をお守り 
下さい、私に恵みを与えて下さい。」 



((ぶ ゞ !岣 ㈦ ) 

アルハムドウリツラー。 

ラー イ フーハ イツ フツラー。 

「最も良いドア ーは 『アッ ラーに 称えあれ。』で、最も良い 
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ズイクルは『アツラー以外に神は無し。』である。」 


ゞ ！岣 Uj : u >. ,.\\j )) -265 

((A-JiL VI SjS Uj Vj cjjSI 

スブハーナツラー。ワルハムドウリツラー。ワラーイ 
ラーハイッラツラー。ワッラーフ アク バル。ワラー 
ハウラワラー クウ ワタイッラービッラー。 

「来世に残る報奨高い行いとは、『アッラーに称えあれ。全 
ての賞賛はアッラーにあり。アッラー以外に神は無し。ア 
ッラーは偉大なり。至高至大のアッラーの他にいかなる威 
力も強大なるものもなし。』という言葉である。」 

131. 預言者（彼にアッラーからの祝福と平安あ 
れ）のタスビーフの仕方 

266 ーアブドウッラービンアムル（彼らにアッラー 
のご満悦あれ）は言った。「私は預言者（彼にアッラーから 
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の祝福と平安あれ）が、彼の右手でタスビーフを数える①の 
を見た。」 


132. 善行と礼儀の集大成から 

267一「夜の帳が下りたら、あなた方の子供たちを家に 

入れなさい。シャイターンたちはその時に散開するのです。 
そして暫くたったら彼らを部屋に放っておきなさい。そし 
て扉を閉め、アツラーの御名を唱えなさい。シャイターン 
は閉じられた扉を開けることはありません。また水入れの 
袋を縛り、アツラーの御名を唱えなさい。そして何かを上 
に置くだけでも良いからあなた方の器を覆い、アツラーの 
御名を唱えなさい。そして明かりを消しなさい。」 


①訳者注：本書88頁にあるような特定の回数のズィクルをする場 
合、右手の指を使って回数を数えるのが推奨された行為である。 
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私たちの預言者ムハンマドとその系譜、その 
教友全てにアツラーの祝福と平安がありますよ 
う。 


